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第1会場（5F 大ホール）

看護1	 13：00〜13：54

座長：高
た か た

田　佳
か お り

織（日本赤十字社　高槻赤十字病院　看護副部長）

1-1	 患者と家族で方針への思いが異なった患者への意思決定支援を振り返る
◯稲
いなたに

谷　真
ま い

衣
大阪国際がんセンター

1-2	 老年期の失語症患者が白内障外来手術を受け入れるまでの取り組みと意思決定支援
◯中
なかぐち

口　奈
な な え

々江、野口　真樹子、野口　智子、村上　夏代
堺市立総合医療センター　眼科外来

1-3	 訪問看護師による「人生会議の記録」の実態調査 ～利用者の思いを繋げていくために～
◯冨
とみやま

山　智
ち え こ

恵子
社会医療法人仙養会　北摂総合病院　訪問看護ステーション

1-4	 アドバンス・ケア・プランニングの普及に向けた継続学習とシステム構築に向けた取り
組み
◯島

しまだ

田　真
ま ゆ み

由美、岡嶋　洋子、玉田　加寿、瀧　みぎわ、柳井　瑞乃、大前　敬子、
　有働　みどり

大阪警察病院　看護部

1-5	 末期がん患者と家族の意向を合意するためのアプローチ ～患者の生活背景に基づいた介
入方法について～
◯中
なかつじ

辻　結
ゆ み

実
市立ひらかた病院　5階西病棟

1-6	 訪問看護事業所における「もしもの時の意思確認」の推進方法 ～職員アンケートから見え
てきた課題を踏まえて～
◯道
みちかわ

川　綾
あやか

加1）、作井　茜1）、安井　学2）

1）訪問看護ステーション東成おおみち、2）大道会　在宅事業部
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第1会場（5F 大ホール）

看護2	 13：54〜14：57

座長：山
やまぐち

口　世
よ し こ

志子（公益社団法人大阪府看護協会　事業部長）

1-7	 精神科身体合併症患者【維持透析】の退院支援の取組み患者を通しての現状と課題
◯資

しのぶ

延　陽
ようこ

子、水元　毅博、奥田　由美
三上会　東香里病院

1-8	 在宅療養を希望するがん患者と家族への退院に向けた関わり
◯西
にしどの

殿　未
み ゆ

侑、中浦　佳子、東　淳
地方独立行政法人堺市立病院機構　堺市立総合医療センター

1-9	 回復期リハビリテーション病棟における多職種での退院支援の取り組み
◯中

なかい

居　美
み わ

和
社会医療法人景岳会　南大阪病院

1-10	 退院後訪問の広がりと看護師の成長 ～チームで支える地域移行支援～［第3報］
◯永
ながおか

岡　順
じゅんこ

子
地方独立行政法人　市立東大阪医療センター

1-11	 退院後訪問を叶える仕組みづくり ～急性期病院から地域へつなぐ支援～〔第一報〕
◯田

たぶち

渕　美
み や こ

也子、小峠　秀朗、田邊　藤子
地方独立行政法人　市立東大阪医療センター

1-12	 退院支援における情報収集の統一と継続したカンファレンスの効果
◯山
やまもと

本　亜
あ み

実
社会医療法人景岳会　南大阪病院

1-13	 医療的ケアを必要とする入所者が在宅復帰できるまで ～「出来ひんと思う」が「家で頑張っ
てみる！」になるまで～
◯大
おおはた

畑　なつ、大林　理恵、石田　順子、三浦　智恵子、高石　修
社会医療法人弘道会　寝屋川生野病院　寺方老人保健施設ラガール
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第1会場（5F 大ホール）

看護3	 14：57〜16：00

座長：高
た か す

須　久
く み こ

美子（社会医療法人美杉会グループ　看護教育部長）

1-14	 心臓血管カテーテル治療後の生活指導の必要性 ～退院後を見据えたパンフレット指導～
◯佐

さいき

伯　美
み く

玖
南大阪病院

1-15	 再発防止に向けた服薬アドヒアランス向上に対する取り組み
◯片
かたおか

岡　丈
じょう

社会医療法人ペガサス　馬場記念病院　北館2A病棟

1-16	 ハートノートを使用した慢性心不全患者に対する看護師の患者教育の現状
◯平
ひらやま

山　世
せ な

奈
泉大津急性期メディカルセンター

1-17	 脳神経内科病棟の退院後訪問の試み ～安心して在宅につなぐ取り組み～第二報
◯富

とみた

田　美
みなえ

苗
地方独立行政法人　市立東大阪医療センター

1-18	 眼科病院における退院支援のあり方を考える
◯谷
たにおか

岡　裕
ゆうこ

子
社会医療法人きつこう会　多根記念眼科病院

1-19	 病棟看護師の退院支援の実践能力評価 ～退院支援の質の向上に向けて～
◯天

あまつ

津　絵
え り か

里香、仲岡　由紀、大山　良美、矢部　裕美、川原　深雪、甲野　由枝
国家公務員共済組合連合会　大手前病院

1-20	 産後ケアの導入と現状について
◯田

たなか

中　由
ゆ き こ

起子1）、片岡　弘美1）、藤田　邦恵2）

1）萱島生野病院　助産師、2）萱島生野病院　看護師
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第2会場（5F 小ホール）

看護4	 13：00〜14：03

座長：村
む ら い

井　真
ま ゆ み

由美（医療法人春秋会　城山病院　副院長兼看護部長）

2-1	 看護部倫理委員会の活動についての現状調査
◯岡

おかだ

田　美
み わ

和
社会医療法人景岳会　南大阪病院

2-2	 A病院における倫理カンファレンスの意識調査 ～倫理カンファレンスの定着に向けて～
◯伊

いとう

藤　尚
なおこ

子
南大阪病院　腎・泌尿器科

2-3	 リボンズハウスの活動から見える患者ニーズと支援の方向性
◯岡
おかじま

嶋　洋
ようこ

子、有働　みどり、阪口　祐子、新居　重胤
大阪国際メディカル＆サイエンスセンター　大阪けいさつ病院

2-4	 看取り介護の充実に向けて ～殺風景な部屋から彩りあるケアへ～
◯神

かんだ

田　篤
あつし

志、伊勢田　光博、三島　泰彦
守口生野記念病院　守口老人保健施設ラガール

2-5	 自宅での看取りを実現するためのケアマネジャーの役割について ～家族の不安軽減への
アプローチ～
◯植

うえだ

田　寿
ひさみ

美、高田　由紀子、行譜　正也、内田　恵
吹田特別養護老人ホーム　高寿園　居宅介護支援事業所

2-6	 最後まで人間らしく自分らしく
◯上
こうさか

坂　綾
あやこ

子、髙田　弘美、武田　陽子、三島　泰彦
守口生野記念病院　守口居宅サービス事業所ラガール

2-7	 看取ること、看取られること
◯原
はらぐち

口　直
なおこ

子、岩久　和子
守口生野記念病院　弘道会訪問看護ステーションラガール
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第2会場（5F 小ホール）

看護5	 14：03〜15：06

座長：樋
ひ ぐ ち

口　尚
た か こ

子（地方独立行政法人大阪市民病院機構　大阪市立十三市民病院　看護部長）

2-8	 地域での認知症看護ケアのあり方について −認知症カフェ開催の現状と課題−
◯染

そめだ

田　敦
あつこ

子1）、奥田　利典2）、樋尻　真由美3）、榎本　則子4）、上戸　照美5）、原　典子5）

1）社会医療法人仙養会　北摂総合病院　看護部、2）社会医療法人仙養会　北摂総合病院　経営企画室、 
3）社会医療法人仙養会　北摂総合病院　ケアプランセンター、 
4）社会医療法人仙養会　北摂総合病院　外来棟、 
5）社会医療法人仙養会　北摂総合病院　訪問看護ステーション

2-9	 急性期病院における認知症高齢者に対する実践ケアの実態と課題
◯横

よこた

田　香
かりん

琳
国家公務員共済組合連合会　大手前病院

2-10	 高齢者の術後せん妄を起こす要因
◯森
もりもと

本　麻
ま な み

那実、三好　佑奈、黒木　菜月、池田　彩香、春木　萌
行岡病院　看護部　整形外科病棟

2-11	 多職種協働で取り組んだせん妄ケア
◯立

たつま

間　浩
ひろこ

子、久保田　和代、大矢　ほのか、後藤　佳代子、金谷　暢子
国家公務員共済組合連合会　大手前病院

2-12	 高齢者患者の術後せん妄予防についてのカンファレンスの充実がもたらす効果
◯伊

いとう

藤　真
ま ゆ

由
南大阪病院　看護部　外科消化器内科乳腺外科

2-13	 せん妄患者に対する看護スタッフの意識調査 −レクリエーション介入、せん妄チェック
リスト、勉強会を通じての考察−
◯隂
かげやま

山　里
り さ

沙、阿曽　亜莉沙、李　暎阿
社会医療法人祐生会　茨木みどりヶ丘病院　看護部

2-14	 認知症高齢者と地域との共生 ～不安や偏見のない社会を目指して～
◯足

あだち

立　樹
みきえ

江、江里口　伸、末利　義孝、釜田　明根、前濱　亜紀、井島　由衣、鳴海　真雄、
　大森　めぐみ、野津　則子、山本　知恵

美杉会グループ　介護療養部
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第2会場（5F 小ホール）

看護6	 15：06〜16：00

座長：神
か ん だ

田　さつ樹
き

（公益財団法人日本海員掖済会　大阪掖済会病院　看護部長）

2-15	 事例を通して入院時支援の役割を再考する
◯西
にしうら

浦　美
み か

香、中川　真奈未、澄川　幸恵
高槻赤十字病院

2-16	 ケアミックス病院における効果的な外来夜勤体制への取組み
◯柳
やなさか

坂　京
けいこ

子、柳井　あきの、藤原　ゆかり、藤嶋　裕美子、堀　三枝子、山本　展夫、
　狹間　研至

医療法人嘉健会　思温病院

2-17	 セル看護提供方式®導入による後輩育成の取り組みから見えた成果と課題
◯松
まつおか

岡　恵
え り

理、中村　真由美、前田　美幸
社会医療法人愛仁会　高槻病院　7階南病棟

2-18	 感染リスクの高い患者に対する感染対策の実態
◯山
やまがた

形　明
あ す か

日香、土田　波瑠、矢倉　七緒
行岡病院　8階病棟

2-19	 ナッジを活用した感染対策 ～ひじで人を軽く押す～
◯谷
たにがき

垣　智
ともこ

子、板垣　知里
行岡病院　HCU

2-20	 マイナス改定によるヘルパー事業所の取り組み ～特定事業所加算への類上げ～
◯養

や ぶ

父　達
たつや

也1）、西峰　英三2）、工藤　美鈴3）、松原　直美4）、中村　千秋5）、朝比奈　由美子4）

1）社会医療法人美杉会　ホームヘルパーステーション長尾、 
2）社会医療法人美杉会　ホームヘルパーステーションまきの、 
3）社会医療法人美杉会　訪問看護ステーションまきの、4）社会医療法人美杉会　佐藤病院　在宅医療部、 
5）社会医療法人美杉会　佐藤病院　ケアプランセンター
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第3会場（7F 会議室701＋702）

栄養1	 13：00〜14：12

座長：有
あ い り

井　佳
よ し こ

子（社会医療法人 ONEFLAG　おおさかグローバル整形外科病院　診療支援部栄養科　主任）

3-1	 当院脳神経内科の入院患者におけるGLIM基準による低栄養該当率調査
◯富
とみやま

山　正
さとし

俊
国家公務員共済組合連合会　大手前病院　栄養管理室

3-2	 急性期病院における栄養評価（MUST・GLIM基準）を用いた多職種連携の現状と課題
◯小

お の

野　寛
ひろみち

道1）、後藤　啓太1）、入谷　真千子1）、上田　実季1）、上江洲　恵梨1）、富山　正俊1）、
　藤野　滉平1）、上中　理香子2）

1）国家公務員共済組合連合会　大手前病院　栄養管理室、 
2）国家公務員共済組合連合会　大手前病院　栄養管理センター

3-3	 GLIM診断による低栄養診断体制の構築と有病率の報告
◯後

ごとう

藤　啓
けいた

太、藤野　滉平、入谷　真千子、上田　実季、上江洲　恵梨、富山　正俊、
　小野　寛道

国家公務員共済組合連合会　大手前病院　栄養管理室

3-4	 食事提供時のロス減少によるコスト削減の取り組み
◯森
もりざね

實　友
ゆ み

美、矢嶋　夕華、岡田　紗嘉、大島　花、藤森　祐美、山口　久瑠実、中西　由佳、
　野崎　幸

社会医療法人景岳会　南大阪病院　診療支援部栄養科

3-5	 病棟担当管理栄養士業務の可視化 ～互いにフォローし合える職場づくりを目指して～
◯八

はちの

野　彩
さ き

希、甲斐田　陸、立石　朋花、槇原　亮太、大津　薫
医療法人橘会　東住吉森本病院　栄養科

3-6	 病院直営調理師に今出来る事 −適正な価格での食事提供とスタッフの意識改革−
◯山
やまぐち

口　清
きよたか

孝
社会医療法人仙養会　北摂総合病院　栄養調理科

3-7	 深刻な人員不足と食材料費高騰への対策 ～直営給食の強みを活かした取り組み～
◯古
ふるかわ

河　篤
あつし

、室園　大幾、石田　典子、本田　奈美、川上　貴年、木下　裕子
社会医療法人美杉会グループ　栄養部

3-8	 歯科標榜のない急性期病院における新卒歯科衛生士の1年目の取り組み
◯野

のむら

村　彩
あやか

香、渡邉　太郎、杉原　多可子
社会医療法人純幸会　関西メディカル病院
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第3会場（7F 会議室701＋702）

栄養2	 14：12〜15：06

座長：髙
た か い

井　清
きよのり

典（医療法人仁真会　白鷺病院　常任理事兼事務部部長）

3-9	 個別性を考慮した嚥下訓練および、栄養管理の重要性
◯前

まえだ

田　七
なつみ

海、西岡　麻似、福山　花純、宮田　有輝子
医療法人嘉健会　思温病院　栄養科

3-10	 安全な嚥下訓練食の構築に向けた取り組み
◯前

まえだ

田　智
さとこ

子、谷本　菜子、神園　歩
多根脳神経リハビリテーション病院　栄養科

3-11	 より良い化学療法食を目指して
◯臼

うすい

井　紗
さ よ

世、松岡　祥子、豊田　早紀、小松　茂
社会医療法人寿楽会　大野記念病院　栄養科

3-12	 当院における、がん病態栄養専門管理栄養士による業務の取り組みと今後の展望
◯奥
おく

　和
かずあき

晃1）、高橋　留佳1）、多賀　亜子2）、山本　浩之3）、池田　力4）、尾崎　由直5）、竹山　治6）

1）国家公務員共済組合連合会　枚方公済病院　栄養科、 
2）国家公務員共済組合連合会　枚方公済病院　看護部、 
3）国家公務員共済組合連合会　枚方公済病院　薬剤部、 
4）国家公務員共済組合連合会　枚方公済病院　リハビリテーション科、 
5）国家公務員共済組合連合会　枚方公済病院　消化器内科、 
6）国家公務員共済組合連合会　枚方公済病院　外科

3-13	 回リハ病棟における栄養充足率改善に向けた取り組みの実態
◯三

さんの

埜　景
けいこ

子、塩塚　洋子、北川　知佳、菅　貴子、阪本　絵梨依、冨永　未希、内野　亜希、
　波田野　茜、利守　彩馨、藤田　真実、加藤　めぐみ、高間　正恵

社会医療法人大道会　森之宮病院　診療技術部　栄養サービス科

3-14	 低栄養状態が改善した一事例 ～“食べたくない”から“食べたい”になるまで～
◯松

まつだ

田　藍
あいり

里、松本　真由子、岳川　昂平、三島　泰彦
守口生野記念病院　守口老人保健施設ラガール
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第3会場（7F 会議室701＋702）

栄養3	 15：06〜16：09

座長：山
やまざわ

澤　義
よしひで

秀（医療法人大植会　葛城病院　栄養科　科長）

3-15	 NST対象者に対する体組成計を用いた取り組みについて
◯宮

みやた

田　涼
りょうへい

平1）、山下　裕貴1）、森住　誠2）、阪本　良太1）、西之原　隆宏1）、筧中　彩乃3）、
　松岡　祥子4）、早川　剛5）

1）社会医療法人寿楽会　大野記念病院　リハビリテーション部、 
2）社会医療法人寿楽会　大野記念病院　薬剤部、3）社会医療法人寿楽会　大野記念病院　看護部、 
4）社会医療法人寿楽会　大野記念病院　栄養科、5）社会医療法人寿楽会　大野記念病院　消化器内科

3-16	 NSTメンバーの知識向上を目指したミニレクチャーの効果
◯森
もりずみ

住　誠
まこと

1）、豊田　早紀2）、塚脇　裕美4）、青木　亮3）、松岡　祥子2）、宮田　涼平4）、
　山下　裕貴4）、市原　雅子3）、早川　剛5）

1）社会医療法人寿楽会　大野記念病院　薬剤部、2）社会医療法人寿楽会　大野記念病院　栄養科、 
3）社会医療法人寿楽会　大野記念病院　看護部、 
4）社会医療法人寿楽会　大野記念病院　リハビリテーション部、 
5）社会医療法人寿楽会　大野記念病院　消化器内科

3-17	 胃瘻造設を検討していたがNST介入により経口摂取良好となった一例
◯甲

か い だ

斐田　陸
りく

、立石　朋花、八野　彩希
医療法人橘会　東住吉森本病院　栄養科

3-18	 敗血症性ショックに対して早期にNSTが介入し、栄養状態改善に繋がった一例
◯蔦
つたたに

谷　敬
たかゆき

之1）、水谷　真2）、田儀　知之2）

1）社会医療法人東和会　第一東和会病院　薬剤部、2）社会医療法人東和会　第一東和会病院　医局

3-19	 NSTと褥瘡対策チームの連携により多発褥瘡治癒を促進した高齢者の事例 ～経口栄養製
品の有効活用～
◯松
まつした

下　説
せつこ

子1）、中本　健太郎2）、菊井　伴美3）、木村　香織3）、河崎　佐登子4）、本田　みどり4）、
　上野　ゆかり1）、小桐　美築紀5）、中尾　重富2）

1）社会医療法人山紀会　山本第三病院　栄養科、2）社会医療法人山紀会　山本第三病院　外科、 
3）社会医療法人山紀会　山本第三病院　薬剤部、4）社会医療法人山紀会　山本第三病院　看護部、 
5）社会医療法人山紀会　山本第三病院　リハビリテーション科

3-20	 褥瘡に対する早期栄養介入が栄養状態の経過に及ぼす影響について
◯角

すみの

野　舞
まい
1）、濱中　荘平2）

1）社会医療法人弘道会　守口生野記念病院　栄養科、 
2）社会医療法人弘道会　守口生野記念病院　心臓血管外科

3-21	 血糖コントロール改善を目指して 多方面と連携を図り行う栄養指導
◯栢
かやわり

割　眞
ま ゆ

由、楢﨑　有季子
社会医療法人弘道会　萱島生野病院　栄養科
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薬剤1	 13：00〜14：03

座長：吉
よ し だ

田　雅
まさひこ

彦（社会医療法人美杉会　佐藤病院　薬剤部　副部長）

4-1	 甲状腺ホルモン製剤服用患者における、薬剤師による検査代行入力プロトコルの作成と
導入
◯新

にった

田　郁
いくほ

穂、中山　穂乃花、福満　悠史、菊井　伴美、伊藤　有佳子、池田　桂子、
　行本　拓史

山本第三病院

4-2	 薬剤師介入による血液透析患者のダプロデュスタット治療適正化の取り組み
◯岩
いわかわ

川　真
しんや

也、伊木　恵子、氏内　有加、浦田　元樹
社会医療法人寿楽会　大野記念病院　薬剤部

4-3	 バンコマイシンTDMにおける抗菌化学療法認定薬剤師の全例介入が投与設計最適化に与
える影響
◯渡
わたなべ

邊　瞭
りょう

、是枝　哲平、羽鹿　成人
大手前病院　薬剤部

4-4	 外来注射薬における薬剤師主導の一元管理と安全な運用体制の整備
◯北
きたぐち

口　剛
たけよし

吉、木村　美羽、藤波　舞、秋田　幸子、寺本　有里、藤尾　みどり、村田　久枝
大阪けいさつ病院　薬剤部

4-5	 整形外科専門病院における局所麻酔薬マネジメント ～限定出荷ドミノを多職種で乗り越
える～
◯石
いしくら

倉　久
く み こ

美子1）、柳原　聖2）、徳永　千春3）

1）社会医療法人ONE FLAG　おおさかグローバル整形外科病院　薬剤科、 
2）社会医療法人ONE FLAG　おおさかグローバル整形外科病院　看護部、 
3）社会医療法人ONE FLAG　おおさかグローバル整形外科病院　麻酔科

4-6	 中規模病院のantimicrobial stewardship（AS）活動とその効果
◯宮

みやた

田　絵
え り な

里奈1）、松崎　丞2）、相馬　逸郎3）、山縣　徹4）

1）社会医療法人弘道会　守口生野記念病院　薬剤科、 
2）社会医療法人弘道会　守口生野記念病院　脳血管内治療科、 
3）社会医療法人弘道会　守口生野記念病院　内科、 
4）社会医療法人弘道会　守口生野記念病院　脳神経外科

4-7	 レムデシビル投与における腎機能別の安全性に関する後方視的検討（第2報）
◯是
これえだ

枝　哲
てっぺい

平、団迫　湊、渡邊　瞭、羽鹿　成人、倉橋　基尚
国家公務員共済組合連合会　大手前病院　薬剤部
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第4会場（8F 会議室801＋802）

薬剤2	 14：03〜15：06

座長：片
かたおか

岡　優
ゆう

（医療法人マックシール　巽病院　医療技術部薬剤科　マネージャー）

4-8	 薬剤管理サマリー発行率90%超を達成した当院における情報連携推進の取り組み
◯岩
いわにし

西　雄
かつひろ

大
医療法人嘉健会　思温病院　薬剤科

4-9	 新病院移転に伴うICU薬剤師常駐化とタスク・シフト推進の取り組み
◯座

ざ ま

間　亜
あ き こ

紀子、濱地　明衣、大井　美和、村田　久枝
大阪警察病院　薬剤部

4-10	 薬剤バイアル最適化（Drug Vial Optimization）による経済効果とその課題に関する検討
◯団
だんざこ

迫　湊
みなと

、倉橋　基尚
国家公務員共済組合連合会　大手前病院　薬剤部

4-11	 外来及び病棟の定数配置薬の適正化 −薬剤師の取り組み−
◯赤

あかい

井　康
こうへい

平、杉本　藍、寺中　友紀、中西　亮、吉田　雅彦、角　裕美子
社会医療法人美杉会　佐藤病院　薬剤部

4-12	 当院における薬剤師外来での自己注射指導の活動
◯平

ひらい

井　真
ま ゆ

由、宮城　景、佐武　喜美子、平田　備子、手島　慶子
愛仁会　千船病院　薬剤科

4-13	 退院時薬剤情報管理指導業務強化に向けた当院での取り組み
◯木

きむら

村　肇
はじめ

、大西　健太、和田　典子、松本　篤
医療法人晴心会　野上病院

4-14	 「二次性骨折予防継続管理料」の算定に対する当院での取り組みについて
◯羽

はじか

鹿　成
なると

人、千百松　崇大、是枝　哲平、倉橋　基尚
国家公務員共済組合連合会　大手前病院
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広報	 15：06〜16：00

座長：松
まつかわ

川　和
かずのり

則（社会医療法人寿楽会　大野記念病院　事務長）

4-15	 子育て世代とつながるために ～SNSの活用の現状と課題～
◯金
かねやま

山　美
み な

奈
社会医療法人愛仁会　高槻病院

4-16	 認知症予防のための運動習慣獲得への取り組み ～年4回のメモリーサロン（認知症予防講
座）を通して～
◯松
まつもと

本　比
ひ さ み

砂美、蚊野　純代、中村　美貴子、藤井　千恵子、益倉　智美、新谷　圭亮
医療法人宝生会　PL病院

4-17	 働く世代を対象にした生活習慣病予防への取り組み －自治体病院の挑戦－
◯木

きもと

本　直
なおこ

子、田中　順也、大久保　多美子、牟礼　直人、小林　竜也、福井　健司、
　花房　俊昭

地方独立行政法人堺市立病院機構　堺市立総合医療センター　疾病予防管理センター

4-18	 同一法人内の急性期病院と回復期リハビリテーション病院のOLSによる包括的骨粗鬆症
予防啓発のイベント実施について
◯大

おおの

野　博
ひろき

幹1）、川中　智映2）、犬山　晶子6）、斎藤　友歌里7）、谷口　真大3）、吉田　有希3）、
　山崎　里子3）、川村　朋子3）、原　奈央4）、根岸　宏一5）、島田　雅史7）、梅原　麻衣8）、
　牟田　洋夢9）、森　正樹10）

1）社会医療法人ONE FLAG　牧リハビリテーション病院　リハビリテーション部、 
2）社会医療法人ONE FLAG　牧リハビリテーション病院　薬剤科、 
3）社会医療法人ONE FLAG　牧リハビリテーション病院　看護部、 
4）社会医療法人ONE FLAG　牧リハビリテーション病院　栄養科、 
5）社会医療法人ONE FLAG　牧リハビリテーション病院　医師、 
6）社会医療法人ONE FLAG　おおさかグローバル整形病院　栄養科、 
7）社会医療法人ONE FLAG　おおさかグローバル整形病院　薬剤科、 
8）社会医療法人ONE FLAG　おおさかグローバル整形病院　看護部、 
9）社会医療法人ONE FLAG　おおさかグローバル整形病院　リハビリテーション科、 
10）社会医療法人ONE FLAG　おおさかグローバル整形病院　整形外科　医師

4-19	 地域社会における関係性向上の取組みと職員意識向上・行動変容について
◯植

うえだ

田　伸
しんや

也
社会医療法人きつこう会　法人本部　顧客サービス室

4-20	 人間ドック施設移転後の受診者数増加の取り組みについて
◯大

お お き ど

喜戸　司
つかさ

、佐山　孝一、倉田　和也、櫻井　女久美、濱屋　広幸、山下　弘樹
国家公務員共済組合連合会　大手前病院附属天満橋健康管理クリニック
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メディカルエンジニアリング（ME）1	 13：00〜13：45

座長：中
なかつじ

辻　良
りょうへい

平（医療法人相愛会　相原第二病院　事務部長）

5-1	 Blood Volume計による除水制御機能は安全な血液透析療法に貢献できるか ～血圧低下
による除水困難症状が軽減した1例～
◯久

く ぼ

保　江
え り か

里佳1）、西村　岳洋1）、山出　舞子1）、佐竹　絢音1）、河野　靖史1）、三浦　和哉1）、
　首藤　隆太1）、作本　真吾1）、中尾　匠1）、松本　龍之介1）、前田　裕汰1）、山口　茂2）

1）社会医療法人仙養会　北摂総合病院　臨床工学科、 
2）社会医療法人仙養会　北摂総合病院　血液浄化センター

5-2	 Prismaでグッスリ、スッキリCPAP
◯藤
ふじもと

本　風
ふうた

太、南山　大揮、藤田　一瞭、伊藤　舞香、渡邉　佑亮、安久　航輝、石田　真誠、
　林　祐司、守口　由季、小西　宏伸、芹山　康雄、今村　博明

国家公務員共済組合連合会　枚方公済病院　臨床工学科

5-3	 当院の透析治療における残血評価
◯藤

ふじた

田　麗
れい

、伊木　千尋、三谷　啓、石川　由希野
社会医療法人弘道会　なにわ生野病院

5-4	 当院における植込み型心臓電気デバイス業務への臨床工学技士の貢献
◯谷
たにぐち

口　可
かすみ

純1）、河内　優樹1）、髙瀨　諒馬1）、倉田　直哉1）、椋本　匡俊1）、加藤　大三1）、
　南口　仁2）、飯田　修2）、正井　崇史3）

1）大阪けいさつ病院　医療技術部　臨床工学科、2）大阪けいさつ病院　循環器内科、 
3）大阪けいさつ病院　心臓血管外科

5-5	 当院での心臓カテーテルアブレーション業務における臨床工学技士の取組み
◯小
こばやし

林　謙
けんたろう

太郎1）、河内　優樹1）、倉田　直哉1）、椋本　匡俊1）、加藤　大三1）、南口　仁2）、
　飯田　修2）、正井　崇史3）

1）大阪けいさつ病院　臨床工学科、2）大阪けいさつ病院　循環器内科、 
3）大阪けいさつ病院　心臓血管外科
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第5会場（10F 会議室1001）

メディカルエンジニアリング（ME）2	 13：45〜14：39

座長：福
ふ く だ

田　佳
か よ こ

代子（公益財団法人唐澤記念会　大阪脳神経外科病院　臨床工学室）

5-6	 臨床工学技士介入による内視鏡センター機器保守業務の取り組み
◯木
きのした

下　龍
りゅうたろう

太郎1）、益田　百合子1）、大久保　瞬1）、井内　大輝1）、丸山　裕1）、岡野　勇一1）、
　飛田　創史2）、山田　佳那2）、勝野　貴之2）、早川　剛2）、大野　良晃3）、稲葉　雅章3）

1）大野記念病院　腎臓病センター　臨床工学科、2）大野記念病院　消化器内科、3）大野記念病院

5-7	 ME機器貸出しシステム導入と配置最適化 ～業務効率と安全性向上への貢献～
◯山
やまかわ

川　稜
りょう

生、疇地　健博、酒井　志乃、石津　真由美
医療法人橘会　東住吉森本病院　ME機器管理科

5-8	 眼科医療における3D Visualization Systemの治療戦略と機器管理について
◯菊
きくかわ

川　勇
ゆうと

人、椋本　匡俊、加藤　大三、正井　崇史
社会医療法人大阪国際メディカル＆サイエンスセンター　大阪けいさつ病院　医療技術部　臨床工学科

5-9	 人工呼吸器の電源コード外れを知らせる装置の開発と運用
◯前
まえはら

原　哲
てつま

柾
社会医療法人ペガサス　馬場記念病院　ME部

5-10	 教育ツールとして見たFFRangio
◯葛
くずもと

本　和
かずま

真
なにわ生野病院　臨床工学科

5-11	 カメラ映像システムと循環器動画システム併用で臨床工学技士の遠隔管理業務の有用性
◯河
かわうち

内　優
まさき

樹1）、谷口　可純1）、小林　謙太郎1）、髙瀬　諒馬1）、磯村　健二1）、倉田　直哉1）、
　椋本　匡俊1）、加藤　大三1）、飯田　修3）、正井　崇史1,2）

1）大阪けいさつ病院　医療技術部　臨床工学科、2）大阪けいさつ病院　心臓血管外科、 
3）大阪けいさつ病院　循環器内科
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第5会場（10F 会議室1001）

臨床検査1	 14：39〜15：15

座長：田
た は ら

原　俊
としかず

和（医療法人橘会　東住吉森本病院　技術部臨床検査科　主任）

5-12	 全自動輸血検査装置の導入について
◯中
なかもと

本　弘
ひろし

、弘嶋　和美、長村　憲一、六車　朝子、奥山　葵穂、高鳥　遥、中井　聖二
行岡医学研究会　行岡病院　臨床検査室

5-13	 生化学分析装置更新によるコスト削減と業務効率化
◯永

ながみ

見　慶
よしき

樹
枚方東整形外科病院　検査科

5-14	 ビトロス3400を用いた当院の生化学検査の運用について
◯元
もとやま

山　貴
たかこ

子、江那　尚志、田畑　あゆみ
思温病院　臨床検査科

5-15	 当院臨床検査科におけるISO15189取得への取り組み
◯久

くむら

村　敏
としろう

郎、上遠野　明、久村　優子、上地　裕美、小林　知子、兼田　信子、桑山　和哉、
　伊澤　久美子、小味渕　智雄

社会医療法人景岳会　南大阪病院　診療支援部　臨床検査科
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第5会場（10F 会議室1001）

臨床検査2	 15：15〜16：00

座長：田
た な か

中　智
ともひろ

洋（社会医療法人愛仁会　千船病院　技術部検査科　科長）

5-16	 看護師の心電図検査研修後のフォローアップ体制
◯出

でぐち

口　あい、高橋　愛花、黒瀬　美咲、山口　咲楽、村上　洋子、永長　直美、田中　たか子、
　山本　益子、桑山　和哉、伊澤　久美子、小味淵　智雄

社会医療法人景岳会　南大阪病院　臨床検査科

5-17	 Alere NT-proBNPの基礎的検討
◯吉
よしむら

村　聖
しょうた

太、田原　俊和、久保　雄暉、中山　慎也、浅沼　雄斗、城向　純奈、早坂　瑠菜、
　堀　実里

医療法人橘会　東住吉森本病院　臨床検査科

5-18	 UF-5000と目視法による細菌の陽性一致率の検討
◯田

たなか

中　希
き ほ

穂、髙田　紗季、亘　秀夫、喜多　美文、志村　敏史、岩本　明範、細川　龍生、
　河田　悠太郎、西田　すみれ、上池　渉

大手前病院　臨床検査技術部

5-19	 血液培養からAnaerobiospirillum succiniciproducensを検出した1症例
◯志

しむら

村　敏
さとし

史、亘　秀夫、西田　すみれ、上池　渉
国家公務員共済組合連合会　大手前病院　臨床検査技術部

5-20	 家族性高コレステロール血症の超音波法によるアキレス腱厚測定が有用であった一症例
◯原

はらだ

田　菜
な お

央1）、久保　良美1）、辻井　邦昌1）、福西　貴代2）、蓬莱　亮斗2）、清川　雅央3）、
　田儀　知之4）

1）社会医療法人東和会　第一東和会病院　臨床検査科、 
2）社会医療法人東和会　第一東和会病院　循環器内科、 
3）社会医療法人東和会　第一東和会病院　放射線科、4）社会医療法人東和会　第一東和会病院　医局
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第6会場（10F 会議室1002）

救急・災害医療	 13：00〜14：12

座長：平
ひ ら た

田　誠
まこと

（社会医療法人純幸会　関西メディカル病院　EMT 科　総括主任）

6-1	 災害対応への意識調査と今後の課題
◯宮
みやおか

岡　こころ、前田　玲花
社会医療法人行岡医学研究会　行岡病院　看護部

6-2	 手術棟の災害訓練 ～他職種を交えたシミュレーション訓練の導入～
◯西
にしばた

端　一
かずま

馬
医療法人橘会　東住吉森本病院　手術棟

6-3	 入院中の糖尿病患者の災害時における食事変更に伴う低血糖対策
◯川
かわなか

中　智
ち え

映1）、服部　尚樹2）、牧　淳彦2）

1）牧リハビリテーション病院　薬剤科、2）牧リハビリテーション病院　医師

6-4	 当院における有事連絡体制の整備とIT-BCP訓練について
◯谷
たにがわ

川　仁
ひとし

志1）、飯田　知子2）、田儀　知之2）

1）社会医療法人東和会　第一東和会病院　総務課、2）社会医療法人東和会　第一東和会病院

6-5	 院内救急救命士による院内トリアージの有効性
◯藤

ふじい

井　紳
しんご

伍1）、森井　功2）、小西　ゆかり1）、床尾　羊翼3）

1）社会医療法人仙養会　北摂総合病院　救急推進担当、 
2）社会医療法人仙養会　北摂総合病院　救急診療科、3）社会医療法人仙養会　北摂総合病院　HCU

6-6	 A病院における血液透析患者の災害時の自助努力に対する実態調査
◯阪
さかがみ

上　康
やすこ

子、笹田　具美
済生会　富田林病院　血液浄化センター

6-7	 心肺蘇生中に血栓溶解療法を行い救命しえた肺塞栓症の1
◯久

く ぼ た

保田　尚
なおき

貴、西村　哲
守口生野記念病院

6-8	 救急外来の組織変革による診療待ち時間の短縮効果 −人員配置と診療環境の調整効果に
ついて−
◯田

たなか

中　理
り え

恵、山田　君代、越宗　厚子
社会医療法人大阪国際メディカル＆サイエンスセンター　大阪けいさつ病院　ER・救命救急センター
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第6会場（10F 会議室1002）

診療	 14：12〜14：57

座長：田
た ぎ

儀　知
ともゆき

之（社会医療法人東和会　第一東和会病院　消化器外科　教育部長）

6-9	 結節性多発動脈炎に対してステロイドとリツキシマブの併用療法を行った1例
◯宮
みやがわ

川　伸
しん

、伊藤　千貴、岡田　侑季、大堀　広平、治村　章惠
済生会吹田病院

6-10	 極細径気管支鏡とナビゲーションシステムを併用し、菌球を直視し得た肺アスペルギロー
マの1例
◯西

にしだ

田　弥
やよい

生、美藤　文貴、竹中　英昭、木村　脩人、藤原　隆徳、綿部　裕馬、佐藤　いずみ、
　乾　佑輔、上田　将秀、茨木　敬博、岡田　あすか、長　澄人

大阪府済生会　吹田病院

6-11	 両膝蓋骨骨折VAパテラプレートを実施した1例
◯尾

おざき

崎　利
としみち

道、中井　健一郎、江川　卓弥、河合　秀幸、小路　侑果
守口生野記念病院　整形外科

6-12	 多根記念眼科病院における回旋斜視手術
◯貝
かいもと

本　磨
ま み

美1）、筑田　昌一1）、村田　典子1）、池淵　純子1）、楠部　亨2）

1）社会医療法人きつこう会　多根記念眼科病院、2）医療法人楠部眼科医院

6-13	 当院における大腿骨近位部骨折の骨粗鬆症退院時治療率と継続率の調査 ～リエゾンマネ
ジャーとしての関わりを通して～
◯田

たなか

中　ほづみ、磯貝　香予
協和会　加納総合病院　外来
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第6会場（10F 会議室1002）

医療安全	 14：57〜15：51

座長：中
なかがみ

上　紀
の り こ

子（社会医療法人彩樹　守口敬仁会病院　医療安全室　副看護部長）

6-14	 薬剤師による内服カートセット業務の取り組みとその効果
◯足

あだち

立　哲
てつや

也1）、倍味　亜矢子1）、鶴﨑　亮1）、川崎　文雄1）、谷　大介2）、髙山　和歌子3）、
　上田　恵利子4）、奈良﨑　由香4）、山田　亜希子4）、牧山　文4）

1）社会医療法人愛仁会　井上病院　薬剤科、2）社会医療法人愛仁会　井上病院　経営管理科、 
3）社会医療法人愛仁会　井上病院　医療安全管理室、4）社会医療法人愛仁会　井上病院　看護部

6-15	 療養環境整備と危険予測を組み合わせた転倒予防のための包括的アプローチ
◯高
たかはし

橋　晶
あきこ

子、中田　祐二、山崎　雅樹、萩原　大介、竹下　勇一、小島　一晃、松村　大志郎、
　後藤　公男、小林　稔弘

高槻赤十字病院

6-16	 末梢留置型中心静脈カテーテルの挿入症例増加に伴う諸問題とその対応
◯山

やまの

野　菜
な ほ

穂、町谷　安紀、東川　明子
社会医療法人生長会　阪南市民病院

6-17	 早期警戒スコア（NEWS2）を活用した患者搬送基準の取組みについて
◯天

あまの

野　義
よしひさ

久1）、吉屋　雅弘1）、山本　祥久1）、小山　瑞歩1）、勝賀瀬　朗1）、川井　祐実2）、
　山本　隆子2）、福永　花子2）

1）JCHO大阪病院　臨床工学室、2）JCHO大阪病院　内視鏡センター　看護師

6-18	 医療安全担当者（セーフティーマネージャー）の2年間の活動 ～新人薬剤師への安全文化
醸成に向けた教育的取り組み～
◯阿

あ べ

部　麻
ま い

依、山﨑　雄平、北野　達哉、中埜　晴美、多胡　友絵、星　育子
社会医療法人生長会　ベルランド総合病院　薬剤部

6-19	 無菌室設置工事におけるインフェクションコントロール・リスクアセスメント ～感染管
理認定看護師の役割～
◯池
いけうち

内　愛
あいか

香1）、渡瀬　幸代1）、落合　麻美2）、足立　規子3）、山中　英治4）

1）社会医療法人若弘会　若草第一病院　看護部、2）社会医療法人若弘会　若草第一病院　医療安全部、 
3）社会医療法人若弘会　若草第一病院　診療部　感染対策室、 
4）社会医療法人若弘会　若草第一病院　院長
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第7会場（10F 会議室1003）

看護7	 13：00〜14：03

座長：古
ふるやま

山　とし（地方独立行政法人大阪市民病院機構　大阪市立総合医療センター　教育研修センター兼総務課主幹）

7-1	 ICUにおける終末期看護に関する意識調査
◯福

ふくい

井　采
あ の

音、北川　玲亜奈
弘道会　なにわ生野病院

7-2	 コロナ禍で変化した職場環境の中で働き続けられたA病棟看護師の原動力
◯藤

ふじい

井　智
ち え り

絵里、中嶋　明香里、野村　みより
国家公務員共済組合連合会　枚方公済病院　2階東病棟

7-3	 急性期病棟における家族と看護師の関わりについての実態調査 −コロナ禍に学生時代を
過ごした看護師に焦点を当てて−
◯徳
とくます

増　多
た み

美
泉大津急性期メディカルセンター　西7病棟

7-4	 当法人グループ内の施設で透析患者を受け入れるための取り組みについて
◯岩

いわさ

佐　世
せ な

菜1）、左座　知美1）、疋田　英嗣1）、大野　良晃2）、杉田　省三3）、稲葉　雅章4）、
　日高　久美5）、庄司　淳子5）

1）社会医療法人寿楽会　大野記念病院　腎臓病センター、2）社会医療法人寿楽会　大野記念病院　内科、 
3）社会医療法人寿楽会　大野記念病院　泌尿器科、4）社会医療法人寿楽会　大野記念病院、 
5）社会医療法人寿楽会　介護老人保健施設箕面グリーンビィラ

7-5	 特定看護師の実践力向上を目指した当院の取り組み 〜特定行為の依頼方法の整備とレベ
ル評価制度の導入〜
◯宮
みやざき

﨑　悠
はるか

社会医療法人きつこう会　多根総合病院

7-6	 外来化学療法を行っている患者の実態調査と療養環境改善への取り組み
◯久

く ぼ

保　加
か な こ

奈子、大西　加奈、安永　友紀、行本　拓史
医療法人山紀会

7-7	 看護師から看護補助者への看護補助業務の指示方法の見直し
◯西
さいじょう

條　秋
あき え

恵
社会医療法人生長会　府中病院　回復期リハビリテーション病棟



− 61 −

第7会場（10F 会議室1003）

看護8	 14：03〜15：06

座長：前
まえはら

原　陽
よ う こ

子（社会医療法人生長会　ベルランド総合病院　看護総括部長）

7-8	 レクリエーションの満足度・参加率アップに対しての工夫 ～それぞれの利用者が楽しめ
るように～
◯藤
ふじおか

岡　一
かずお

夫、下條　富美子
社会医療法人弘道会　萱島生野病院　鶴見老人保健施設ラガール

7-9	 看護職・介護職の業務の標準化と質の担保に向けて ～看護部業務委員会の新たな取り組
み～
◯堤
つつみもと

本　結
ゆ い

衣、町田　知夏、田上　和美、米倉　順子、安井　宏弥、大嵜　結希、稲垣　友太、
　後藤　ユカ、岡林　恵、浜根　智恵、松尾　文美

社会医療法人ONE FLAG　牧リハビリテーション病院

7-10	 オムツの特性を活かした排泄ケアの実践 ～患者、スタッフの負担軽減に向けた取り組み～
◯浅

あさい

井　隆
たかひろ

弘、坂本　理恵、向井　史果
社会医療法人大道会　森之宮病院　看護部

7-11	 経管栄養中の利用者の下痢改善への取り組み【オリゴ糖を使用した排便コントロール】
◯福
ふくまえ

前　美
み な

奈、角田　ふみ、江口　茉由、村上　達也
社会医療法人萱島生野病院　門真介護医療院　看護部

7-12	 通所リハビリにおける介護士による早期介入で誤嚥性肺炎予防を目指して ～多職種連携
の取り組み～
◯嶋
しまおか

岡　寛
ひろゆき

幸
ベルピアノ病院

7-13	 フットケアプロセスの実践
◯植
うえばやし

林　綾
あや こ

子、野田　彩音、宮竹　亜美、根元　大地、梅田　裕樹、平田　真由美
国家公務員共済組合連合会　大手前病院　看護部

7-14	 意識調査に基づいた指導と看護サマリー作成
◯田

たなか

中　まゆみ1）、小串　奈津美1）、佐久間　径子1）、福西　貴代2）、田儀　知之2）

1）社会医療法人東和会　第一東和会病院　看護部、2）社会医療法人東和会　第一東和会病院　医局
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第7会場（10F 会議室1003）

看護9	 15：06〜15：51

座長：森
もりやす

安　泉
いずみ

（医療法人せいわ会　大阪たつみリハビリテーション病院　看護部長）

7-15	 成長ホルモン分泌負荷試験を受ける患児とその家族へのプレパレーションの効果
◯猪
いのうえ

上　和
かずみ

美、山口　智子、長森　恵美、西村　雅美
地方独立行政法人堺市立病院機構　堺市立総合医療センター　小児疾患センター

7-16	 小児科における採血時のプレパレーション効果の検証
◯谷
たにおか

岡　幸
さちよ

代1）、廣田　祐子1）、稲垣　彩加1）、藤田　美奈子1）、石川　文乃1）、村上　こずえ1）、
　楠本　恵2）、山田　智子2）

1）八尾市立病院　6階西病棟、2）八尾市立病院　看護局

7-17	 小児専門病院で実施する産後ケア事業の取り組み
◯神

かんだ

田　雅
まさよ

代、小野　幸子、守永　美希
社会医療法人真美会　大阪旭こども病院

7-18	 自宅での経口免疫療法（OIT）の継続と安全な食物負荷試験への外来支援 ～食物負荷試験
が進まない学童期1症例への関わり～
◯前

まえだ

田　未
み お

緒、廣田　香織、西本　京子
社会医療法人真美会　大阪旭こども病院

7-19	 呼吸器症状を主訴に入院した子どもの家族の喫煙習慣に関する調査
◯浅

あさの

野　正
まさこ

子、森本　典子、西本　京子
社会医療法人真美会　大阪旭こども病院
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第8会場（10F 会議室1004）

リハビリテーション1（PT1）	 13：00〜14：03

座長：木
き む ら

村　祥
よしあき

明（医療法人歓喜会　辻外科リハビリテーション病院　リハビリテーション部　副部長）

8-1	 回復期リハビリテーション病棟から自宅退院した患者の運動機能聞き取り調査
◯出

いでい

射　慶
よしゆき

之
社会医療法人ペガサス　ペガサスリハビリテーション病院　リハビリテーション部

8-2	 外国人労働者として就労中に頚髄損傷を呈し、帰国に難渋した一症例
◯田

たなか

中　優
ゆうや

哉1）、衣笠　純一1）、桑原　朋之1）、吉川　創1）、錦見　俊雄2）

1）わかくさ竜間リハビリテーション病院　リハビリテーション部、 
2）わかくさ竜間リハビリテーション病院　診療部

8-3	 リハビリテーション科における早期退院に対してのセラピストの意識調査
◯沖
おき

　尚
しょうじ

司
医療法人橘会　東住吉森本病院

8-4	 一般病棟における365日リハビリテーション提供前後の比較調査
◯初

はつせ

瀬　智
ともゆき

之、竹下　早紀、狭間　研至
医療法人嘉健会　思温病院　リハビリテーション科

8-5	 急性期リハビリテーション加算の適正な管理に向けた取り組み
◯大

おおじ

路　賢
けんた

太、村上　航、鎗水　崇文、吉年　正人
国家公務員共済組合連合会　大手前病院　リハビリテーション科

8-6	 ライフスタイルの変化に対応した事業運営システム構築 ～限られた人員でのリハビリ提
供量確保・収益向上を目指して～
◯下
しもむら

村　浩
こうじ

司、津野　ますみ、野村　美穂、鍋割　俊輔、上村　俊秀、岡田　悟
社会医療法人美杉会　佐藤病院　リハビリテーション部

8-7	 施設向け退院時リハビリテーション指導の算定率を上げる
◯福

ふくお

尾　基
もとふみ

史
医療法人橘会　東住吉森本病院　リハビリテーション科
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第8会場（10F 会議室1004）

リハビリテーション2（PT2）	 14：03〜15：06

座長：瑞
ず け ら ん

慶覧　誠
まこと

（社会医療法人ペガサス　馬場記念病院　リハビリテーション部　主任）

8-8	 外来心臓リハビリテーション再開に向けた取り組み ～結果と今後の課題～
◯山

やまだ

田　隆
たかし

志、武田　真一、西村　哲
守口生野記念病院　リハビリテーション科

8-9	 当院の外来心臓リハビリテーション集団療法導入に向けての取り組み
◯森
もりうち

内　勇
ゆ う

有、石田　昌士、鎗水　崇文、吉年　正人、佐藤　芙美
国家公務員共済組合連合会　大手前病院　リハビリテーション科

8-10	 外来心リハでの心不全再教育により再入院予防に繋がった一症例
◯前
まえかわ

川　健
けんた

太1）、島﨑　さおり1）、山下　有希1）、中谷　武嗣2）

1）社会医療法人ONE FLAG　牧病院　診療支援部　リハビリテーション科、 
2）社会医療法人ONE FLAG　牧病院　循環器内科

8-11	 「歩いて帰る」をあきらめない ～セラピストが高齢心不全患者にできること～
◯田

たじり

尻　みほ1）、島﨑　さおり1）、山下　有希1）、中川　恵1）、木村　奈央1）、中谷　武嗣2）

1）社会医療法人ONE FLAG　牧病院　診療支援部　リハビリテーション科、 
2）社会医療法人ONE FLAG　牧病院　循環器内科

8-12	 外来心臓リハビリテーションにおけるレーダーチャートを使用した視覚的フィードバッ
クの運用について
◯山
やまもと

本　敦
あつき

暉、氏内　康友、池上　泰友
社会医療法人愛仁会　愛仁会リハビリテーション病院

8-13	 発作性心房細動にてうっ血性心不全を呈し電気的除細動及び心臓リハビリテーションに
おいて運動耐用能が向上した一症例
◯松
まつおか

岡　佳
よしはる

春1）、高岡　聖矢1）、平岡　俊介1）、金井　義則1）、宮脇　智2）、場工　美由紀2）

1）社会医療法人きつこう会　多根総合病院　リハビリテーション部、 
2）社会医療法人きつこう会　リハビリテーション部

8-14	 リハビリテーションでのアクシデント予防：危険予知訓練（KYT）導入の試み
◯頃
ころすえ

末　孝
たかし

社会医療法人ペガサス　馬場記念病院　リハビリテーション部
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第8会場（10F 会議室1004）

リハビリテーション3（PT3）	 15：06〜16：00

座長：藤
ふじわら

原　真
まこと

（医療法人橘会　東住吉森本病院　技術部リハビリテーション科　科長）

8-15	 地域包括医療病棟における専従療法士配置による多職種連携強化と早期離床の促進効果
◯松
まつざわ

澤　智
ちおり

織1）、野口　周寛1）、田上　健太郎2,3）、藤堂　恵美子4,5）

1）医療法人マックシール　巽病院　リハビリテーション科、2）医療法人マックシール　巽今宮病院、 
3）医療法人マックシール　巽病院　リハビリテーション特化型デイサービス、 
4）医療法人マックシール　巽病院　介護老人保健施設、 
5）医療法人マックシール　巽病院　訪問看護ステーション

8-16	 回復期リハビリテーション病棟退院患者の生活実態調査：退院後アンケートの結果分析
◯藤

ふじた

田　暢
のぶかず

一1）、平松　佑一2）

1）社会医療法人大道会　森之宮病院　リハビリテーション部、 
2）社会医療法人大道会　森之宮病院　神経リハビリテーション研究部

8-17	 回復期・療養期の患者に対して、集団的個別訓練を用いた離床時間延長への取り組み
◯面
おもたに

谷　三
み き

起、平井　穂乃香、真下　綾、小淵　三鈴、山本　映里、平井　翔太、錦織　傑、
　大仁田　沙耶、四方　雅也

社会医療法人山紀会　山本第三病院　リハビリテーション科

8-18	 通所リハビリと訪問リハビリにおけるBI低下時の受診行動の違いについて
◯山
やまもと

本　真
しんや

也1）、田中　恭子2）

1）社会医療法人ペガサス　馬場記念病院　ペガサス訪問リハビリテーションセンター、 
2）社会医療法人ペガサス　馬場記念病院

8-19	 座位バランスおよび左上肢と左空間への認識改善が肩関節装具の装着能力に奏功した脳
卒中事例
◯野

のむら

村　京
きょうへい

平、山田　順也
加納総合病院　リハビリテーション科

8-20	 多職種連携や高齢者患者に対する方向性決定への取り込みについて
◯上

うえの

野　健
けんと

人、今井　杏理、北田　海都、小松　雪乃、森本　真衣、羽生　朝陽
社会医療法人山紀会　山本第三病院　リハビリ科
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第9会場（10F 会議室1005）

リハビリテーション4（ST）	 13：00〜14：03

座長：久
く ぼ

保　千
ち ほ

穂（医療法人和風会　千里リハビリテーション病院　セラピー部　サブコーチ）

9-1	 多職種連携アプローチを実践した、在宅療養中の前頭側頭葉変性症の一症例について
◯神
かみぞの

囿　歩
あゆみ

1）、前田　智子2）、谷本　菜子3）、宮脇　智4）、場工　美由紀4）

1）社会医療法人きつこう会　多根脳神経リハビリテーション病院　リハビリテーション部、 
2）社会医療法人きつこう会　多根脳神経リハビリテーション病院　栄養科、 
3）社会医療法人きつこう会　多根脳神経リハビリテーション病院　看護部、 
4）社会医療法人きつこう会　リハビリテーション部

9-2	 入院を機に「ひきこもり」から一歩外へ
◯大

おおい

井　崇
たかふみ

史
社会医療法人ペガサス　馬場記念病院　リハビリテーション部

9-3	 記憶定着にメモリーノートを活用した1例
◯角
つの

　幸
こう き

紀
社会医療法人ペガサス　馬場記念病院　リハビリテーション部

9-4	 通所リハにおける言語聴覚士（ST）・管理栄養士（RD）連携による誤嚥性肺炎ゼロへの挑戦 
～多職種連携による取り組み～
◯三

み ね

根　昂
こうき

咲、中村　祐輔、中塚　佳歩、西田　結衣、岸村　佳典、辻本　さやか、禄家　時子
社会医療法人生長会　ベルピアノ病院

9-5	 趣味活動の導入により意欲が向上した脳卒中後アパシーの一例
◯白
しらかわ

川　菜
な な か

々夏、河合　靖子、塩見　真紀、梶山　良平
社会医療法人ONE FLAG　牧リハビリテーション病院　リハビリテーション部　言語聴覚科

9-6	 重度脳性麻痺児に対して二次障害の予防を目的にチームアプローチを行った一症例
◯佐

さとう

藤　拓
たくま

馬、島　恵
ボバース記念病院　リハビリテーション部　理学療法科

9-7	 回復期リハビリテーション病院で行う，骨脆弱性骨折患者のオーラルフレイルに対する
多職種介入
◯下

しもかじや

梶谷　真
まこと

1）、辻　翔太郎2,6）、德田　百華1）、白水　雅子3）、坂ノ下　典正4）、小野　高裕5）

1）辻外科リハビリテーション病院　リハビリテーション部、2）大阪歯科大学　内科学講座、 
3）京都光華女子大学短期大学部　歯科衛生学科、4）株式会社ロッテ　広報部　噛むことPR課、 
5）大阪歯科大学　高齢者歯科学講座、6）辻外科リハビリテーション病院　整形外科
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第9会場（10F 会議室1005）

リハビリテーション5（OT）	 14：03〜15：06

座長：田
た な べ

邊　晃
こうへい

平（社会医療法人愛仁会　愛仁会リハビリテーション病院　リハ技術部　作業療法科　科長）

9-8	 痛みに対して認知行動療法を含めた介入により痛みの軽減と共に生活範囲の拡大がなさ
れた一症例
◯北

きたい

井　直
なおき

輝、一ノ瀬　航
社会医療法人慈薫会　河崎病院

9-9	 橈骨遠位端骨折後、患手不使用が続いた1例
◯竹
たけはら

原　捺
なつき

希、金城　聡
社会医療法人ペガサス　馬場記念病院　リハビリテーション部

9-10	 抗がん剤治療中の症例に対し、回想法を交え目標設定支援を行う事で活動意欲やADLの
向上を認めた一例
◯橋
はしもと

本　裕
ゆうき

樹1）、高桑　輝人2）、永井　信洋3）

1）若草第一病院　医療技術部　リハビリテーション科、2）若草第一病院　診療部　血液内科、 
3）わかくさ竜間リハビリテーション病院　リハビリテーション部　リハビリテーション科

9-11	 ばね箸の導入により食事の中断が改善した脳血管疾患一例
◯坂
さか

　天
かけ る

翔、濵野　久美、榎谷　尚美、鎌田　麻未、梶山　良平
社会医療法人ONE FLAG　牧リハビリテーション病院

9-12	 脳卒中後に役割喪失感と自信の低下を呈した症例に対する介入の工夫
◯稲
いなおか

岡　祐
ゆうき

希、渡　悠人
加納総合病院　リハビリテーション科

9-13	 脳血管障害により片麻痺を呈した症例の更衣動作への介入
◯山
やまざき

﨑　諒
りょう

、向井　優貴
社会医療法人慈薫会　河崎病院

9-14	 療養型病院における自宅退院患者のADLの傾向について ～独居と同居のトイレ関連動作
の違いに着目して～
◯田

た の う え

之上　将
しょうだい

大1）、上村　真一2）、池田　陽一2）、宮脇　智2）、場工　美由紀2）

1）社会医療法人きつこう会　多根第二病院　リハビリテーション部、 
2）社会医療法人きつこう会　リハビリテーション部
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第9会場（10F 会議室1005）

リハビリテーション6（PT4）	 15：06〜16：00

座長：場
ば く

工　美
み ゆ き

由紀（社会医療法人きつこう会　多根総合病院　リハビリテーション部　部門長）

9-15	 運動失調と難聴を呈した前下小脳動脈梗塞の1例
◯立
たちなが

永　敦
あつや

也、出射　慶之
社会医療法人ペガサス　ペガサスリハビリテーション病院　リハビリテーション部

9-16	 電気刺激による筋力強化 ～術後早期からの廃用予防を目指して～
◯赤
あかざわ

澤　瑠
る き

輝、北川　湧也
社会医療法人弘道会　寝屋川生野病院　リハビリテーション科

9-17	 人工膝関節全置換術後患者に対し外来リハビリテーションにて歩容改善を目指した症例 
～膝蓋下脂肪体に着目して～
◯横
よこがわ

川　莉
り こ

子1）、森島　葵1）、大久保　凱喜1）、松原　祐樹1）、高谷　耕二1）、綿谷　卓2）、
　田儀　知之3）

1）社会医療法人東和会　第二東和会病院　診療技術リハビリテーション部、 
2）社会医療法人東和会　第二東和会病院　医局、3）社会医療法人東和会　第一東和会病院　医局

9-18	 起立性低血圧を呈したC4頚髄損傷患者に対し、G-TES代謝モードを用いた離床支援の一例
◯仲

なかや

谷　賢
けんじ

司、手塚　康貴、谷口　真基、栢瀬　大輔、濱畑　啓司
阪南市民病院　リハビリテーション室

9-19	 無気肺を発症した人工呼吸器（IPPV）管理下の高体重患者に対し、無気肺改善を目的とし
た多職種協働による呼吸リハの実践報告
◯河

かわい

井　拓
たくや

也1）、谷口　真基1）、芝辻　友哉1）、西岡　幾代2）、栗岡　絵麻2）、手塚　康貴1）

1）社会医療法人生長会　阪南市民病院　リハビリテーション室、 
2）社会医療法人生長会　阪南市民病院　HCU病棟

9-20	 歩行時の振り出し困難症例への段差昇段運動
◯藤
ふじおか

岡　快
かいと

斗、出射　慶之
社会医療法人ペガサス　ペガサスリハビリテーション病院　リハビリテーション部
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第10会場（10F 会議室1006＋1007）

リハビリテーション7（PT5）	 13：00〜13：54

座長：福
ふ く い

井　祥
しょうじ

二（社会医療法人生長会　府中病院　リハビリテーション室　技師長補佐）

10-1	 脳卒中後の肩関節痛に影響を与える因子の探索と予防的介入への示唆 −28例を対象とし
た観察的分析−
◯渡
わたり

　悠
ゆう と

人
社会医療法人協和会　加納総合病院

10-2	 BKP術後早期からコルセット脱を目指した当院での取り組みについて
◯平
ひらまつ

松　広
ひろよし

義1）、高井　亮輔2）、大谷　康徳1）、荒木　裕介1）、奥村　章翔1）、高橋　周矢1）

1）医療法人讃高会　枚方東整形外科病院　リハビリテーション室、 
2）医療法人讃高会　枚方東整形外科病院　医局

10-3	 大腿骨頚部骨折患者の術前離床と術後排尿障害との関係（パイロットスタディ）
◯斉
さいとう

藤　典
のりたか

孝
社会医療法人ペガサス　馬場記念病院　リハビリテーション部

10-4	 Virtual Reality下でのリーチ運動が体幹の位置覚や立位姿勢に与える影響 −脊椎椎体骨
折後の不良姿勢例を対象に−
◯藤
ふじわら

原　公
まさたか

貴1）、河西　謙吾1,2,3）、松本　礼1）、奥野　泰介1）、工藤　慎太郎2,3）

1）加納総合病院　リハビリテーション科、2）森ノ宮医療大学　インクルーシブ医科学研究所、 
3）森ノ宮医療大学　総合リハビリテーション学部　理学療法学科

10-5	 RECOREを用いた整形外科疾患に対する当院での取り組み
◯奥

おくだ

田　彬
あきふみ

文、村上　航、吉年　正人、田中　誠人
大手前病院　リハビリテーション科

10-6	 人工膝関節全置換術予定患者に対する術前指導の再検討
◯安
あんどう

藤　洸
こうき

稀1）、大保　歩花1）、塚越　優1）、古川　広大1）、前川　真志1）、山田　寛1）、
　岡島　良明2）、長谷川　格2）

1）なにわ生野病院　リハビリテーション科、2）なにわ生野病院　医師
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第10会場（10F 会議室1006＋1007）

リハビリテーション8（PT6）	 13：54〜14：57

座長：藤
ふ じ た

田　暢
のぶかず

一（社会医療法人大道会　森之宮病院　リハビリテーション部　理学療法科　科長）

10-7	 大腿骨近位部骨折患者における受傷前後での運動機能の関係性 ～骨折予防に着目して～
◯宗
むねざね

實　健
けんたろう

太朗、大森　直樹、古澤　隆雄
社会医療法人仙養会　北摂総合病院

10-8	 生活行為向上マネジメント（MTDLP）の視点で介入したことで早期にヨガの再開に至った
左人工膝関節置換術（TKA）の一症例
◯平
ひらやま

山　公
きみあき

章、椎木　洋子、近江　孝之、村上　恭央
社会医療法人有隣会　東大阪病院

10-9	 当院で実施した透析中運動療法の3ヵ月後の効果について
◯阪
さかもと

本　良
りょうた

太1）、山下　裕貴1）、大野　良晃2）、櫻井　真由美3）、岩佐　世菜2）、疋田　英嗣2）、
　太田　直美2）

1）社会医療法人寿楽会　大野記念病院　リハビリテーション部、 
2）社会医療法人寿楽会　大野記念病院　腎臓病センター、3）寿楽会クリニック

10-10	 訪問リハビリで妻へ介助法指導を行った脳出血後遺症の1例
◯山
やまなか

中　亮
あきと

人
社会医療法人ペガサス　馬場記念病院　ペガサス訪問リハビリテーションセンター

10-11	 進行性疾患を有する利用者への訪問リハビリテーションにおける目標設定周期をより短
期にすることで介入に積極的になった一症例
◯杉
すぎむら

邑　雅
まさき

樹、加藤　巧、安井　学
社会医療法人大道会　訪問看護ステーションおおみち

10-12	 痙直型四肢麻痺児に対する立位台を用いた関節可動域維持訓練
◯伏

ふしき

木　勇
ゆうた

太、出射　慶之
社会医療法人ペガサス　ペガサスリハビリテーション病院　リハビリテーション部

10-13	 目指せ！！『特例事業所』 ～リハビリ会議の取り組み～
◯岸
きし

　真
しんいちろう

一郎、富田　真平、清水　亮、野上　浩實
野上病院　リハビリテーション科
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第10会場（10F 会議室1006＋1007）

人材育成・確保2	 14：57〜15：51

座長：前
まえじま

島　孝
た か し

司（社会医療法人有隣会　東大阪病院　理事長）

10-14	 SNSや職員紹介制度等を活用した人材獲得への取り組みについて
◯森
もりわき

脇　健
けんと

斗1）、大西　愛美1）、山内　桃1）、山口　史稔1）、天野　圓2）、井山　裕2）

1）社会医療法人大道会　本部　管理部　人事課、2）社会医療法人大道会　本部

10-15	 外国人人材における日本語教育の実践報告
◯山
やまもと

本　亜
あ き こ

希子
社会医療法人愛仁会　千船病院

10-16	 薬剤部における人材育成と機器共存型教育体制の構築
◯藤

ふじお

尾　みどり、市本　早紀、益田　佑輔、寺本　有里、村田　久枝
大阪けいさつ病院　薬剤部

10-17	 新人看護師の包括的食支援研修前後の理解度変化と今後の課題
◯瀧
たき

　藍
あい こ

子、杉原　多可子、丹羽　あやめ、佐野　宣子、井上　七海、成竹　美優、高見　清美
社会医療法人純幸会　関西メディカル病院

10-18	 法人内バイト（法人内副業）の導入・運用方法の確立と今後の課題
◯増
ますかわ

川　愛
あい

、大崎　和子、川本　博
社会医療法人きつこう会　法人本部　人財マネジメントセンター

10-19	 放射線科業務手順マニュアルアプリの作成と運用について
◯當
とうやま

山　紗
すずか

加、勝田　雅基、阪口　康志、竹本　智浩、竹中　弘樹、奥口　諒真、喜来　風馬、
　浦田　聖羅、畑上　誠司

医療法人橘会　東住吉森本病院
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第11会場（10F 会議室1008）

診療放射線1	 13：00〜14：12

座長：小
お の

野　充
みつやす

保（社会医療法人若弘会　若草第一病院　医療技術部　部長）

11-1	 当院における造影剤減量プロトコルの標準化
◯竹
たけなか

中　弘
ひろき

樹、竹本　智浩、奥口　諒真、喜来　風馬、當山　紗加、浦田　聖羅、阪口　康志、
　畑上　誠司

医療法人橘会　東住吉森本病院

11-2	 DMQCファントムを用いたデジタルマンモグラフィ装置の日常管理に関する検討
◯坪
つぼもと

本　美
み さ き

紗貴、髙木　晃人、平岡　一弘、石谷　萌
社会医療法人景岳会　南大阪病院　放射線科

11-3	 血管内治療における造影剤使用量低減の取り組み －EVARおよびEVTにおける実践報告－
◯紀

き

　裕
ゆうすけ

介1）、野中　翔太1）、西尾　達也1）、野村　卓矢1）、中島　正彦1）、津野　良一1）、
　清本　昌義1）、四戸　徹1）、吉井　大智2）、豊島　拓2）、中西　靖佳2）、大賀　勇輝2）、
　湯崎　充2）、阪本　朋彦2）、飯田　修2）、倉谷　徹2）

1）大阪けいさつ病院　放射線技術科、2）大阪けいさつ病院　大動脈・血管センター

11-4	 MRIにおける自由呼吸下肝臓ダイナミック撮像シーケンスの他部位への応用
◯下
しもかわ

川　直
なおき

希1）、俵　陸1）、金城　啓泰1）、藤原　希咲1）、山本　将吾1）、飯田　凌1）、
　青木　大悟1）、植西　靖之1）、中込　将弘2）、廣橋　里奈2）

1）済生会吹田病院　中央放射線科、2）済生会吹田病院　放射線科

11-5	 体幹部を含む上肢CT撮影における加算平均機能の応用
◯李

り

　侑
ゆご ん

建、大坂　智、小早　豊、庄司　忠、吉岡　諒哉
社会医療法人寿楽会　大野記念病院　放射線科

11-6	 アントンセン氏Ⅰ法の補助具作成と使用の試み
◯山
やまもと

本　真
しんご

吾、野下　俊行、由井　雅規、松本　侑司、和田　圭祐、田中　聡、松居　航大
公益財団法人浅香山病院　放射線室

11-7	 腹部CT撮影時における上肢アーチファクトの軽減
◯西
にしもと

本　康
やすのり

則
思温病院　放射線科

11-8	 東和会STAT ～画像を通じて医師とチーム医療の現状～
◯西
にしむら

村　太
たいち

一1）、清田　みなみ1）、古川　泰広1）、佐久間　大門1）、清川　雅央1）、出口　寛文2）、
　田儀　知之2）

1）社会医療法人東和会　第一東和会病院　診療技術・リハビリテーション部　放射線科、 
2）社会医療法人東和会　第一東和会病院　医局
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第11会場（10F 会議室1008）

診療放射線2	 14：12〜15：15

座長：鈴
す ず き

木　賢
よしあき

昭（社会医療法人生長会　ベルランド総合病院　診療技術部　部長代理）

11-9	 心臓ドックにおける冠動脈疾患に対する後ろ向き検討
◯濱
はま

　健
たけ と

斗、鯰井　秀之、新田　哲也、福田　慎治、松崎　佐恵子
大手前病院

11-10	 新たなワークステーションを使用した単純CTによる肺切除術前3D作成の描出能について
◯奥
おくぐち

口　諒
りょうま

真、阪口　康志、竹本　智浩、竹中　弘樹、喜来　風馬、當山　紗加、浦田　聖羅、
　畑上　誠司

医療法人橘会　東住吉森本病院

11-11	 SPECT/CT骨転移診断におけるSUV値の有用性
◯木

きむら

村　紘
ひろや

也、天河　卓也、永森　嵩士、吉村　彩奈、山下　恭平、宮東　由佳、泉　夏彦、
　小河　崇史、辻本　晶州、四戸　徹

大阪けいさつ病院　放射線技術科

11-12	 当院における頭部CT被ばく線量と診断参考レベル（DRLs2020）での線量指標の比較検討
◯金
きんじょう

城　由
よし と

門、中尾　俊春、田中　貫志
森之宮病院　診療技術部画像診断科

11-13	 膝MRIにおける2D thin slice画像を用いたACLスライス画像の検討
◯陰
かげやま

山　裕
ゆうや

矢、川口　裕也、和田　純、岩山　太一、大谷　昌也、佐田　啓悟、岡田　怜、
　塚﨑　朱里、中村　武蔵、林田　幸師、中井　嘉次

社会医療法人行岡医学研究会　行岡病院　放射線科

11-14	 マルチユースCTインジェクションシステムCentargoの有用性について
◯芳

は が

賀　優
ゆうか

香、辻本　晶州、平山　崇光、四戸　徹
大阪けいさつ病院

11-15	 当院における脳梗塞診断にかかる時間の調査：CTPerfusion検査とMRI検査の比較
◯中
なかむら

村　唯
ゆ み

美、宮内　亮典、亀川　祥汰、筋野　晃作、藤原　健、藤本　学
堺市立総合医療センター　放射線技術科
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第11会場（10F 会議室1008）

医療DX	 15：15〜16：09

座長：伊
い と う

藤　達
た つ や

也（社会医療法人有隣会　東大阪病院　医事部　部長）

11-16	 心不全患者における体調管理アプリの活用に向けた初期的検討
◯山
やまもと

本　剛
つよし

1,4）、中本　敬2）、古寺　佐知子3）、松本　龍樹1）、永田　幹広4）

1）社会医療法人大阪国際メディカル&サイエンスセンター　大阪けいさつ病院　法人事務局　医療情報部、 
2）社会医療法人大阪国際メディカル&サイエンスセンター　大阪けいさつ病院　循環器内科、 
3）社会医療法人大阪国際メディカル&サイエンスセンター　大阪けいさつ病院　看護部、 
4）社会医療法人大阪国際メディカル&サイエンスセンター　臨床医学研究所　医療データ利活用推進部

11-17	 ChatGPTの医療分野への革新的な応用：効率的で安全な医療サポートシステムとしての
可能性
◯多

た だ

田　真
しんいちろう

一朗、廣橋　誠
社会医療法人山紀会　山本第三病院

11-18	 iPhoneによる医療DX推進と医療機器及び患者状況確認アプリの導入経験
◯原
はら

　大
ひろ と

鵬、椋本　匡俊、加藤　大三、正井　崇史
社会医療法人大阪国際メディカル＆サイエンスセンター　大阪けいさつ病院　医療技術部　臨床工学科

11-19	 紙会議からの脱却：iPad活用による業務改善の実践報告
◯田

た ば

場　盛
もりたか

隆、三上　聡司、角屋　智美
社会医療法人三上会　東香里病院

11-20	 院内RPA化推進の取り組み
◯水
みずさわ

澤　明
あきひろ

寛、堀井　大輔
国家公務員共済組合連合会　大手前病院　経営企画課

11-21	 電子カルテ環境で活躍するオフライン環境で動く無償のRPA
◯北

きたの

野　俊
としや

也1）、丸濱　勉1）、川邉　博美1）、魚谷　学1）、蓑手　成明1）、堀本　満2）

1）医療法人橘会　東住吉森本病院、2）医療法人橘会　法人本部　企画課
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第12会場（10F 会議室1009）

病院管理	 13：00〜14：03

座長：清
し み ず

水　香
か お り

織（社会医療法人愛仁会　高槻病院　医事科　科長）

12-1	 検体検査部門のチャレンジ ～機器更新時における従量課金方式の導入～
◯喜

き た

多　美
みふみ

文、亘　秀夫、山本　康晴、上池　渉
大手前病院　臨床検査技術部

12-2	 日々の患者数関連統計のグラフ化による推移の見える化と作業の効率化について
◯杉
すぎもと

本　雄
ゆうた

太
大阪けいさつ病院　事務部　経営企画課

12-3	 地域包括医療病棟への変更と運用 ～急性期一般1からの転換・取り組みについて～
◯池

いけだ

田　健
けんじ

士、奥田　利典
社会医療法人仙養会　北摂総合病院　経営企画室

12-4	 病床稼働率と個室利用状況の可視化による病床管理業務の効率化
◯松
まつもと

本　龍
たつき

樹、山本　剛、仁科　典子
大阪けいさつ病院

12-5	 がん登録データの病院間比較と医師事務作業補助者からのフィードバックによる情報共有
◯中
なかはら

原　由
ゆ か

佳、水嶋　友紀乃、三山　亜美、野口　智恵子、山中　英治
社会医療法人若弘会　若草第一病院

12-6	 医事課における残業時間削減と業務効率化に向けた取り組み
◯清

しみず

水　あかね、脇坂　陽子、村上　七海、石川　麻美、岩永　私義、遠藤　三郎、山本　展夫
医療法人嘉健会　思温病院

12-7	 卒後臨床研修評価機構（JCEP）認定取得に向けた事務員の取り組み
◯今
いまむら

村　領
りょうすけ

佑、杉浦　寿央、神田　裕樹、楠戸　章夫
国家公務員共済組合連合会　大手前病院
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第12会場（10F 会議室1009）

感染対策1	 14：03〜14：57

座長：森
もり

　あずみ（社会医療法人仙養会　北摂総合病院　感染防止対策課　副室長）

12-8	 病院職員の麻疹免疫獲得のための継続的対策と成果
◯落
おちあい

合　麻
ま み

美1）、池内　愛香2）、原田　敦子1）、足立　規子3）、山中　英治4）

1）若草第一病院　医療安全部、2）若草第一病院　手術室、3）若草第一病院　呼吸器内科、 
4）若草第一病院　外科

12-9	 当院における尿道留置カテーテルの適正使用の実態について
◯植

うえき

木　美
み え こ

枝子1）、吉野　正治1）、水谷　真2）、田儀　知之2）

1）社会医療法人東和会　第一東和会病院　看護部、2）社会医療法人東和会　第一東和会病院　医局

12-10	 当院における結核への対策およびその課題
◯村

むらた

田　清
さやか

楓
社会医療法人山紀会　山本第三病院　検査科

12-11	 院内感染対策研修会に「ゆっくり動画」を用いる試み
◯池

いけだ

田　桂
けいこ

子1）、行本　拓史1）、廣橋　誠2）

1）社会医療法人山紀会　山本第三病院　薬剤部、2）社会医療法人山紀会　山本第三病院　事務部

12-12	 ブドウ糖加アミノ酸輸液の投与時間に関する注意喚起があたえる投与時間とBacillus 
cereus菌血症発生数への影響
◯山
やまもと

本　弘
こうへい

平、山本　圭城、藤井　千賀、石坂　敏彦
堺市立総合医療センター

12-13	 感染対策と業務効率の両立を目指した自動尿量測定器の適正使用への取り組み
◯北
きたばやし

林　礼
れい じ

士
社会医療法人協和会　加納総合病院
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第12会場（10F 会議室1009）

感染対策2	 14：57〜15：51

座長：杉
すぎたに

谷　肇
はじめ

（宗教法人在日本南プレスビテリアンミッション　淀川キリスト教病院　事務局　局長）

12-14	 大腸手術手術部位感染のサーベイランスと看護における予防対策
◯池
いけうち

内　愛
あいか

香1）、渡瀬　幸代1）、落合　麻美2）、足立　規子3）、山中　英治4）

1）社会医療法人若弘会　若草第一病院　看護部、2）社会医療法人若弘会　若草第一病院　医療安全部、 
3）社会医療法人若弘会　若草第一病院　診療部　感染対策室、 
4）社会医療法人若弘会　若草第一病院　院長

12-15	 2024年マイコプラズマ肺炎の大流行と当院における検査状況について
◯弘
ひろしま

嶋　昌
まさあき

明、大谷　貴夫、西村　健吾、松村　翼、久保　恒喜、梶川　宣郎、中井　聖二
行岡医学研究会　行岡病院　臨床検査室

12-16	 当院感染対策委員によるトコジラミ院内感染マニュアル新設～病院スタッフがおさえて
おきたいポイントと課題
◯森
もりした

下　裕
ゆうき

樹
社会医療法人　山本第三病院　臨床検査科

12-17	 高齢者施設における感染対策強化の取り組み −施設巡視とフィードバックを通じた環境
改善活動−
◯今

いまい

井　達
たつや

也1）、北林　礼士2）

1）社会医療法人協和会　淀川介護老人保健施設ハートフル、2）社会医療法人協和会　加納総合病院

12-18	 入院患者の結核早期発見に向けた取り組み
◯佐

さ さ き

々木　真
ま ゆ み

由美
公益財団法人浅香山病院

12-19	 高齢者の特性を理解し、柔軟で効果的な感染対策の実践に向けた取り組み
◯佐

さ が

賀　昭
あきこ

子1）、小林　稔弘1）、松下　めぐみ1）、小笠原　舞2）

1）高槻赤十字病院　感染管理室、2）高槻赤十字病院　看護部
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第13会場（10F 会議室1010）

人材育成・確保1	 13：00〜13：54

座長：大
おおにし

西　浩
ひ ろ お

夫（医療法人育和会　育和会記念病院　事務長）

13-1	 アルムナイ制度導入における人財獲得
◯川
かわもと

本　博
ひろし

社会医療法人きつこう会　法人本部　人財マネジメントセンター

13-2	 採用業務の強化・効率化について −採用管理システムの導入と運用−
◯上
うえまつ

松　健
けんじ

司1）、天野　亮二1）、奥田　利典2）

1）社会医療法人仙養会　北摂総合病院　人事課、2）社会医療法人仙養会　北摂総合病院　経営企画室

13-3	 評価票を用いた医師事務作業補助者の指導の見直しと教育の質向上
◯西
にしなか

仲　桃
ももこ

子、三山　亜美、中原　由佳、高木　綾菜、野口　智恵子、山中　英治
社会医療法人若弘会　若草第一病院

13-4	 Tableau活用による法人内のデータリテラシーの向上と人材育成の取り組み
◯魚
うおもり

森　章
しょうた

太1）、金谷　甲輝1）、坂井　邦彦1）、田中　信吾2）

1）社会医療法人愛仁会　経営企画室、2）社会医療法人愛仁会　情報システム部門

13-5	 一般病棟におけるベテラン男性看護師の患者に対する関わりについて
◯湊
みなとぐち

口　由
ゆ り え

里恵1）、佐々木　悠1）、萩本　明子2）、片山　由加里2）

1）国家公務員共済組合連合会　枚方公済病院　消化器内科、2）同志社女子大学　看護学部

13-6	 大規模訪問看護ステーションの課題～組織運営と主任育成効果について考える～
◯川
かわもと

本　麻
ま い

衣、安井　学
社会医療法人大道会　訪問看護ステーションおおみち
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第13会場（10F 会議室1010）

地域連携1	 13：54〜15：06

座長：小
お ぐ ら

倉　茂
しげひろ

裕（社会医療法人ペガサス　馬場記念病院　事務部　次長）

13-7	 全かかりつけ医療機関への薬剤管理サマリー交付の実践と地域医療連携への寄与
◯山
やまもと

本　侑
ゆうや

弥、佐古　守人、村上　翔梧、美甘　早紀、西牟田　昇吾、的場　麻知子、林　春乃、
　豊島　茂大、三木　彩楓、黒沢　秀夫、野村　剛久

医療法人橘会　東住吉森本病院　薬剤部

13-8	 搬送困難症例の正確な受入件数の把握
◯竹
たけなか

中　樹
いつき

生、高坂　智子、諸麥　敬祐、中松　雅史、下田　宏太、前田　年希、中井　裕子、
　山許　和可、東城　淳子

若草第一病院　地域連携課

13-9	 新たな登録医情報ツールの開発 ～整形外科の逆紹介率アップを目指して～
◯金

かない

井　賀
か な こ

奈子
社会医療法人仙養会　北摂総合病院　地域医療連携室

13-10	 当院と西成区の結核罹患率の実態調査 ～そこに関わる連携業務と今後の課題～
◯岡

おかだ

田　貴
たかし

志
社会医療法人山紀会　山本第三病院　地域医療連携室

13-11	 在宅診療と訪問看護ステーション同行研修参加前後の認識の差
◯北
きたもと

本　広
ひろみ

美
国家公務員共済組合連合会　枚方公済病院　地域連携患者さん支援センター

13-12	 退院支援の実際と課題 ～地域包括ケア病棟での退院支援を通して～
◯振
ふり

　鮎
あゆ み

美1）、富山　友弘1）、髙谷　耕二2）、櫻井　昌美3）、山﨑　元4）、田儀　知之5）

1）社会医療法人東和会　第二東和会病院　地域連携室、 
2）社会医療法人東和会　第二東和会病院　診療技術リハビリテーション部、 
3）社会医療法人東和会　第二東和会病院　看護部、4）社会医療法人東和会　第二東和会病院　医局、 
5）社会医療法人東和会　第一東和会病院　医局

13-13	 Yahgee文書を活用した地域連携パス
◯中
なかむら

村　充
あつよ

代
社会医療法人生長会　ベルランド総合病院

13-14	 社会資源としてのMSWの役割 ～紹介率アップに向けての取り組み～
◯藤

ふじい

井　愛
あい

、紺屋　由子
萱島生野病院　地域医療連携室
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第13会場（10F 会議室1010）

診療放射線3	 15：06〜16：09

座長：柏
かしはら

原　誠
まこと

（公益財団法人　浅香山病院　放射線室　室長）

13-15	 条件付きMRI対応心臓植込みデバイスのMRI撮像における依頼の簡素化と安全性の両立
◯小

おぎた

北　修
しゅうへい

平、富永　聡、四戸　徹
大阪国際メディカル＆サイエンスセンター　大阪けいさつ病院　医療技術部　放射線技術科

13-16	 アクリル板を利用した内視鏡的逆行性胆道膵管造影時における介助者の被ばく低減の試み
◯比

ひ が

嘉　敏
としお

夫、菊谷　輝弥、落井　裕大、山田　英生、加藤　睦司、松岡　竜矢、吉村　信哉、
　小椋　淳次、花木　光一、井口　薫、小坂　博信

社会医療法人山紀会　山本第三病院

13-17	 O-armの散乱線測定とスタッフの被ばく低減の取り組み
◯山

やまだ

田　悠
ゆう

、土井　賢悟、野中　雄太、乾　隼、平松　翔真
社会医療法人若弘会　若草第一病院　放射線科

13-18	 Variable Helical Pitchを利用した頭部顔面CT撮影の被ばく低減の有用性について
◯藤
ふじはら

原　謙
けんすけ

介、鯰井　秀之、新田　哲也、福田　慎治、松崎　佐恵子
大手前病院

13-19	 ODM（Organ Dose Modulation）有効角度の違いによる画質評価
◯喜

きらい

来　風
ふうま

馬、竹本　智浩、當山　紗加、浦田　聖羅、奥口　諒真、竹中　弘樹、阪口　康志、
　畑上　誠司

医療法人橘会　東住吉森本病院　放射線科

13-20	 診断参考レベルに基づく線量管理システムの構築と運用
◯天
あまかわ

河　卓
たくや

也、山口　剛、四戸　徹
大阪けいさつ病院　放射線技術科

13-21	 胸部X線撮影におけるROI位置統一と画像濃度安定化の取り組み
◯浦

うらた

田　聖
せいら

羅、勝田　雅基、阪口　康志、竹本　智浩、竹中　弘樹、奥口　諒真、喜来　風馬、
　當山　紗加、畑上　誠司

医療法人橘会　東住吉森本病院　放射線科



− 81 −

第14会場（11F 会議室1101＋1102）

その他	 13：00〜14：12

座長：金
きん

　慶
けいとく

得（医療法人同友会　共和病院　事務長）

14-1	 マイナ保険証利用率向上のための対策と効果
◯中

なかの

野　朋
ともや

哉1）、藤川　志織1）、稲垣　亜依子1）、今井　成輝1）、井上　寛2）、山中　英治3）

1）社会医療法人若弘会　若草第一病院　医療情報課、2）社会医療法人若弘会　若草第一病院　健康情報部、 
3）社会医療法人若弘会　若草第一病院　診療部

14-2	 DPCデータからみえる地域の高齢化と課題
◯中
なかたに

谷　和
かずや

矢、山下　晃、山本　竜也
山本第三病院　医事課

14-3	 外部講師による子どもへのがん教育活動 −教員の声から考えるがん教育の課題−
◯濱
はまなか

中　裕
ひろこ

子、河田　尚子、浜口　佳子、岸上　正徳
地方独立行政法人堺市立病院機構　堺市立総合医療センター

14-4	 個性と身だしなみ ～人は見た目が何%？～
◯花

はなわ

輪　彩
さ き

季、森本　安奈、松下　亜香里、中田　昂佑、南部　敬大、西田　晃子
守口生野記念病院　看護部

14-5	 手洗い後のペーパータオル使用量削減に効果的な方法の検討 −節約文化の醸成を目指し
て−
◯西
にしやま

山　真
まさふみ

史、山下　秀和、上池　渉、亘　秀夫、榎本　圭織
国家公務員共済組合連合会　大手前病院　臨床検査技術部

14-6	 入院案内動画を活用した患者サービスの向上
◯奥
おく

　美
みさ き

咲、下屋敷　和香、成瀬　憲子、後藤　千津子、北浦　歩未、鮫島　正厳、松代　禎史、
　野上　浩實

医療法人晴心会　野上病院　事務部　医事課

14-7	 診療上必要な写真撮影における患者向け説明ツールの導入 ～クレーム事例からの業務改
善事例についての報告～
◯上

うえだ

田　裕
ひろゆき

之、江口　華代
社会医療法人きつこう会　多根記念眼科病院

14-8	 臨床倫理コンサルテーションチーム発足後3年間の実践報告
◯国
くにもと

本　京
きょうみ

美1）、篠崎　和弘1,2）、大村　崇1,3）、正木　慶大1,2）、岡村　光洋7）、甲斐　あゆみ4）、
　山本　めぐみ5）、中井　泉6）、山川　みやえ8）

1）財団法人浅香山病院　臨床研究研修センター、2）財団法人浅香山病院　精神科、 
3）財団法人浅香山病院　内科、4）財団法人浅香山病院　看護部、 
5）財団法人浅香山病院　医療福祉相談室、6）財団法人浅香山病院　地域医療連携室、 
7）財団法人浅香山病院　法人本部、8）大阪大学大学院医学系研究科　保健学専攻老年看護学
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第14会場（11F 会議室1101＋1102）

MSW・PSW	 14：12〜14：57

座長：吉
よ し だ

田　和
かずひろ

浩（医療法人泉秀会　かわい病院　看護部長）

14-9	 聴覚障害者の受療場面における課題に関する検討 ～権利擁護の視点から～
◯原

はらだ

田　優
ゆうこ

子1）、篠原　奈津希1）、米谷　桃子1）、北村　美佳1）、中川　智代1）、山中　英治2）、
　高坂　智子3）

1）社会医療法人若弘会　若草第一病院　地域連携部　健康相談課、 
2）社会医療法人若弘会　若草第一病院　診療部、3）社会医療法人若弘会　若草第一病院　地域連携部

14-10	 心不全末期患者と家族へのソーシャルワークの実践
◯加

かとう

藤　愛
まなみ

美、中里　真理
医療法人渡辺医学会　桜橋渡辺未来医療病院

14-11	 繋がる力 ～多職種連携の重要性とMSWの存在意義～
◯黒

くろみ

味　賢
けんたろう

太郎
牧リハビリテーション病院　地域連携室

14-12	 ケアマネジャーとの連携の質向上に向けた一考察
◯髙

たかい

井　一
かずき

貴、岡　沙紀、長田　裕子、丸田　加奈子、石川　茉侑、請関　輝、河本　結有、
　齊田　修、中畔　佑香、野口　瑞帆、深川　奏美、藤原　恵子、二木　瑞穂、船濱　香奈子、
　鷲山　恵美、稲積　菜々香、藤井　由記代

社会医療法人大道会　森之宮病院　医療社会事業課

14-13	 病床の再編成に伴うスタッフの課題と対策 ～退院支援システムの構築へ向けた取り組み～
◯西

にしの

野　穂
ほ の か

乃香
ベルピアノ病院
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第14会場（11F 会議室1101＋1102）

働き方改革	 14：57〜15：51

座長：高
たかはし

橋　伸
のぶゆき

行（社会医療法人ペガサス　馬場記念病院　事務部　次長）

14-14	 薬剤師業務における対物業務のタスクシフト/シェアによる対人業務時間創出の取り組み
◯岩
いわにし

西　雄
かつひろ

大
医療法人嘉健会　思温病院　薬剤科

14-15	 当栄養科の特色に応じた業務の標準化への新たな取り組みについて
◯藤
ふじもり

森　祐
ゆ み

美、野崎　幸、中西　由佳、森實　友美、山口　久瑠実、大島　花、岡田　紗嘉、
　矢嶋　夕華、深野　莉菜、山内　美早紀

社会医療法人景岳会　南大阪病院

14-16	 放射線部のタスクシフト・シェアへの取り組み
◯水
みずもと

本　祐
ゆうじ

嗣、山本　竜二、名和　正晃、寺島　学、中濱　繁昭、佐藤　順子
社会医療法人美杉会　佐藤病院　放射線部

14-17	 タスクシェアに向けての活動
◯定
さだひら

平　佳
よしゆき

之
泉大津急性期メディカルセンター

14-18	 診療放射線技師の業務拡大に伴うタスクシェア ～静脈路確保の実践～
◯渡
わたなべ

邉　裕
ゆうた

太、萩原　崇晴
社会医療法人仙養会　北摂総合病院　放射線科

14-19	 医師事務作業補助者による代行業務の現状と今後の課題 ～更なる業務拡充を目指して～
◯中
なかじま

島　早
さ や か

也香1）、藤原　茜1）、大橋　由佳1）、宮本　真次1）、錦見　俊雄2）

1）社会医療法人若弘会　わかくさ竜間リハビリテーション病院　健康情報部、 
2）社会医療法人若弘会　わかくさ竜間リハビリテーション病院　診療部
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第15会場（12F 特別会議室）

看護10	 13：00〜14：03

座長：山
やまもと

本　利
り え こ

江子（医療法人錦秀会　阪和第二住吉病院　看護部長）

15-1	 乳腺化学療法を受ける患者のアピアランスケア ～脱毛に関する看護の知識の統一～
◯水

みずの

野　直
なおみ

美、高橋　美海
森之宮病院　病棟看護科

15-2	 血管造影室における保温方法の見直し
◯中
なかたに

谷　友
ゆ き

紀、中田　真貴、鈴木　里織、岡田　珠美
国家公務員共済組合連合会　大手前病院　看護部　

15-3	 弾性包帯の巻き方の技術習得・向上に向けた取り組み
◯光
みつなみ

浪　佳
か な

菜
社会医療法人ペガサス　馬場記念病院　南館3階

15-4	 腓骨神経麻痺予防と対策 ～あなたのポジショニング知識間違ってませんか〜
◯生

いこま

駒　嘉
か よ

代
社会医療法人景岳会　南大阪病院

15-5	 共通ツールを活用した効率的かつ効果的な口腔ケアの実践
◯光
みつたに

谷　文
ふみえ

枝1）、山川　明美1）、櫻井　昌美1）、林　哲也2）、橋口　範弘3）、田儀　知之3）

1）社会医療法人東和会　第二東和会病院　看護部　、2）社会医療法人東和会　第二東和会病院　医局、 
3）社会医療法人東和会　第一東和会病院　医局

15-6	 意識障害の経過を辿った脳卒中患者に対する感覚機能にアプローチした経管栄養療法認
識向上への関わりと課題
◯東
ひがしの

野　考
たかとも

智
地方独立行政法人堺市立病院機構　堺市立総合医療センター

15-7	 脊椎疾患術後患者の転倒転落パンフレットの有用性
◯平

ひらた

田　萌
も も か

々香、濱田　美波、坪川　未来
森之宮病院　看護部
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第15会場（12F 特別会議室）

看護11	 14：03〜15：06

座長：紺
こんばら

原　由
ゆ み こ

美子（市立岸和田市民病院　副看護部長兼医療安全管理室　室長）

15-8	 当院のFLS活動に対する看護師としての関わり方
◯森
もりもと

本　真
ま み こ

美子、松野　美智子、宮川　愛
医療法人讃高会　枚方東整形外科病院

15-9	 骨粗鬆症マネージャー外来の開設、取組みについて
◯森

もりた

田　花
か よ こ

陽子1）、嶋　靖子2）、加藤　尚明2）、小林　篤美1）、塩見　早紀1）

1）社会医療法人美杉会　佐藤病院　3階病棟看護部、2）社会医療法人美杉会　佐藤病院　医局

15-10	 強圧的な態度の失語症療養者とのかかわり −訪問看護師の葛藤−
◯小

おがわ

川　由
ゆ き

紀
社会医療法人ONE FLAG　牧訪問看護ステーション守口出張所

15-11	 羞恥心を伴うケアへの看護師の思いと実施状況 ～異性患者との関わり方について～
◯岩

いわや

谷　翔
しょうた

太1）、伊久　明歩1）、清水　伴範1）、森内　宏充2）、田儀　知之2）

1）社会医療法人東和会　第一東和会病院　看護部、2）社会医療法人東和会　第一東和会病院　医局

15-12	 壮年期の発達段階を理解した共感的なコミュニケーションの重要性
◯辻

つじの

野　紗
さ な

南、丹羽　侑希、鈴田　薫、堀　知津江
地方独立行政法人堺市立病院機構　堺市立総合医療センター

15-13	 気管切開術を受けた四肢麻痺のある患者との関わり ～患者の思いをくみ取る看護～
◯牧

まきた

田　優
ゆうか

花
市立ひらかた病院　4階東病棟

15-14	 頸髄損傷に伴う身体的、精神的苦痛から不眠を生じた患者への看護
◯宮

みやた

田　遼
りょうこ

子、妻谷　美奈子、野村　裕子、國土　涼子
地方独立行政法人堺市立病院機構　堺市立総合医療センター
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第15会場（12F 特別会議室）

看護12	 15：06〜15：51

座長：吉
よしなが

永　加
か よ こ

代子（独立行政法人労働者健康安全機構　大阪労災病院　看護部長）

15-15	 外国人看護補助者の育成・指導に対する取り組みと今後の課題
◯浅

あさの

野　可
か な

奈、松原　史尚、田窪　清美、西尾　美幸、湯村　恭介
社会医療法人慈薫会　河崎病院

15-16	 中国人看護師の教育の現状とその問題点について
◯重
しげもり

森　香
かおり

、西山　友人、本田　みどリ、安部　ひろみ
社会医療法人山紀会　山本第三病院　看護部

15-17	 外国人の看護補助者の受け入れと協働に向けての取組み
◯藤
ふじわら

原　ゆかり、柳坂　京子、柳井　あきの、藤嶋　裕美子、堀　三枝子、山本　展夫、
　狹間　研至

医療法人嘉健会　思温病院

15-18	 介護士教育委員会における外国籍介護職への取り組み
◯田

たなべ

辺　幸
さちよ

世、大岡　愛、淺野　勉、高濱　謙司、山口　美保子、松尾　文美
牧リハビリテーション病院

15-19	 大規模災害を見据えた災害対策訓練の導入 〜災害初期対応におけるアクションカードの
導入とシミュレーション演習〜
◯大
おおつか

塚　咲
さくら

樂、角　英樹、永田　麻衣子
大野記念病院
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第16会場（12F 会議室1202）

看護13	 13：00〜14：03

座長：丸
ま る お

尾　明
あ き よ

代（公益社団法人大阪府看護協会　常務理事）

16-1	 褥瘡予防のための体位変換時間と睡眠の質及びQOLへの影響
◯福

ふくい

井　千
ち か

佳、山形　明日香、金井　奈々
行岡病院

16-2	 急性期病院から始めるアルコール使用障害（AUD）患者の回復支援への取り組み −急性期
病院に従事する看護師の役割認識の効果−
◯吉

よしだ

田　舞
まい

社会医療法人生長会　ベルランド総合病院

16-3	 患者の内服自己管理にむけた服薬管理の実態と今後の課題
◯升

ますだ

田　知
ち か

花、高橋　唯
社会医療法人純幸会　関西メディカル病院

16-4	 全身麻酔で整形外科下肢手術を受ける患者における手術前の排便コントロールに対する
実態調査
◯野

のざわ

沢　久
く み こ

美子、在本　友梨愛、木田　夏実
社会医療法人愛仁会　井上病院

16-5	 医療療養型病院における入浴介助の負担に関する実態調査
◯三

みすみ

角　綾
あやの

乃
社会医療法人きつこう会　多根第二病院

16-6	 集中治療室における医療関連機器圧迫創傷の知識向上と統一した予防策の確立に向けて
◯堀
ほりもと

本　万
ま き こ

紀子、大川　瑠美子
八尾市立病院

16-7	 多忙の中で褥瘡予防を実施・継続するためのアンケート調査
◯中
なかむら

村　慧
さとし

史、松本　忍、丸田　紀子、奥田　由美
東香里病院
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第16会場（12F 会議室1202）

看護14	 14：03〜15：06

座長：森
もりさか

坂　佳
か よ こ

代子（公益社団法人大阪府看護協会　ナースセンター事業所　所長）

16-8	 放射線治療チームにおける看護の役割と課題
◯瀧
たき

　みぎわ、石橋　利香、岡嶋　洋子
大阪国際メディカル&サイエンスセンター　大阪けいさつ病院

16-9	 母親としてのアイデンティティを確立するための多職種での関わり ～治療と共存するそ
の人らしい在り方～
◯真

まなべ

鍋　実
みのり

里
地方独立行政法人堺市立病院機構　堺市立総合医療センター

16-10	 回復期病棟における業務改善 ～トークアプリを使用した医師・多職種との連携～
◯小
こばやし

林　理
り か

香、道明　侑生、馬場　啓子、柳本　麻子
加納総合病院　5病棟

16-11	 自宅療養を望む高齢心不全患者への関わり ～多職種連携と継続した支援の重要性～
◯中

なかや

谷　仁
ひとみ

美
地方独立法人堺市立病院機構　堺市立総合医療センター

16-12	 看護師の意識改革が看護−介護の関係に変化を生むか
◯三

みうら

浦　ひとみ、安東　雅江、河崎　佐登子
社会医療法人山紀会　山本第三病院　看護部

16-13	 看護補助者の腰痛とボディメカニクスの有用性 看護補助者、腰痛予防、ボディメカニクス
◯上

うえだ

田　陽
ひ み こ

美子、南　紗弥香
社会医療法人祐生会　茨木みどりヶ丘病院　看護部

16-14	 地域住民に対する災害時ファーストエイドの実践 ～地域住民・病院・救急隊の連携～
◯領
りょうけ

家　泰
やすこ

子、北島　由佳、角川　千絵
守口生野記念病院　看護部
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第16会場（12F 会議室1202）

地域連携2	 15：06〜16：00

座長：鮫
さめじま

島　智
ともしげ

重（医療法人渡辺医学会　桜橋渡辺未来医療病院　事務部　部長）

16-15	 下部内視鏡検査件数増加を目的とした自宅法推進の実践報告
◯北
きたじま

島　季
ときや

弥
社会医療法人生長会　泉大津急性期メディカルセンター　企画室

16-16	 心不全患者の地域連携への取り組み
◯池

いけだ

田　力
つとむ

1）、大木　敦司1）、佐々木　宏樹1）、持田　璃穂1）、松村　幸一1）、阪田　智子2）、
　北本　広美3）、藤田　亮子4）、木村　剛4）

1）国家公務員共済組合連合会　枚方公済病院　リハビリテーション科、 
2）国家公務員共済組合連合会　枚方公済病院　看護部、 
3）国家公務員共済組合連合会　枚方公済病院　地域連携室、 
4）国家公務員共済組合連合会　枚方公済病院　循環器内科

16-17	 当院におけるFLSクリニカルスタンダードへの取り組み
◯藪
やぶ

　青
せい ら

良、齊藤　りさ、武本　典子、木曽　綾乃、鄭　克真、山田　しのぶ、藤原　久子、
　田中　理恵子、久保　　智士、芝　将希、佐藤　恵

千船病院　医療福祉相談科

16-18	 高齢者骨折患者の先を見据えたシステム導入
◯川

かわの

野　洋
ようこ

子1）、三浦　信幸2）、松浦　伸介3）

1）社会医療法人生長会ベルランド総合病院　入退院支援センター、 
2）社会医療法人生長会ベルランド総合病院　医療福祉相談室、3）特別養護老人ホーム　ベルファミリア

16-19	 登録医と当院のパイプラインの強化に向けての取り組み
◯松
まつもと

本　祐
ゆうま

真1）、伊藤　美陽1）、枝　尚子1）、森島　知哉1）、三谷　俊弘1）、守山　晶子1）、
　佐藤　功2）、田儀　知之2）

1）社会医療法人東和会　第一東和会病院　地域連携室、2）社会医療法人東和会　第一東和会病院　医局

16-20	 老健施設の支援相談員の役割 ～入所者獲得に向けて～
◯山

やまだ

田　純
じゅん

、下條　富美子
社会医療法人弘道会　萱島生野病院　鶴見老人保健施設ラガール


